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第1章 構想策定の基本的な考え方 

第1節 構想策定の目的 

戦後、約40年間続いた成長時代から、わが国は豊かな成熟時代への転換を

迎えるとともに、バブル崩壊と世界的な産業再編に直面し、まちづくりの面

でも大きな転換期を迎えています。 

物から心への生活価値観の変化、生活の質の追求、女性の社会進出、自然

志向、知識・文化志向、個人志向から新たな社会志向への動きなど、多様で

豊かな生活・文化の動きが見られる一方、地球温暖化などの環境問題の深刻

化、国際化の急速な進行と国内産業の空洞化、デフレ不況への移行、国と地

方の財政悪化、人口の大都市集中と地方の過疎化、就業人口・若年人口の減

少と高齢化の進行、出生率の低下と予想される総人口の減少など、大きく社

会・経済・生活・文化は変化・変容しています。 

このような中で、市町村行政は行財政改革の推進、肥大化した公共投資の

削減、地方分権の推進など、大きな転換期を迎えており、国では、①地方分

権の推進、②多様化する住民ニーズへの対応、③生活圏の広域化への対応、

④効率的な行財政運営という４つの観点から市町村の合併を推進しています。 

大館市、比内町、田代町、小坂町はこれまでも様々な形で手を携えて歩ん

できました。そして本格的な地方分権社会を迎えた今日、長期的な展望に立

った発展を目指して、合併に向けて新たな一歩を踏み出しました。 

本構想は、4市町の合併による新市のまちづくりを総合的・効率的に推進す

ることを目的に、4市町の一体性の速やかな確保及び住民福祉の向上などを図

り、新市の均衡ある発展に資するものとします。 

なお、本構想は「基本構想」であり、新市の将来像とともに、新しいまち

づくりの方向性を示し、まちづくりのグランドデザイン（全体計画）として

位置付けられるものです。 
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第2節 構想の範囲 

本構想の範囲は、大館市・比内町・田代町・小坂町任意合併協議会を構成

する大館市・比内町・田代町・小坂町とします。 

 

 

 

 

第3節 構想の期間 

本構想の期間は、合併から10年間とします。 

 

 

 

 

 

第4節 構想の策定方法 

本構想は、4市町の総合計画をはじめ、国・県などの上位計画などを踏まえ

ながら、大館市・比内町・田代町・小坂町任意合併協議会で検討を行い、策

定したものです。 

 

 

新市まちづくり構想 平成 17 年 4 月～平成 27 年 3 月 
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第5節 時代背景 

（1）成熟社会への転換 

少子化が進み、わが国の生産年齢人口（15～64歳）は平成7年をピークに減

少し、総人口は平成18年をピークに減少に向かうと予想されています。また、

18歳の若者は平成2年の200万人台から、平成22年には120万人に減少すると推

測され、高齢化が急速に進行すると予想されています。 

成長時代から成熟時代への転換に伴い、量から質への消費の転換、時間消

費・環境消費へより一層関心が高まり、家庭や地域社会での生活の重視、多

様で質の高い中高年文化の熟成、安心して高齢期を過ごせる年金・医療・介

護体制の充実などが求められており、このような住民ニーズの変化に対応し

た、より質の高い行政サービスの提供やまちづくりの推進が求められていま

す。 

（2）地域産業の再構築 

農林水産物などの輸入増加と製造業の海外進出、金融ビッグバンの到来な

ど、国際競争の激化と国内産業の空洞化、バブル経済の清算遅れと不況の長

期化、情報化の急速な進展、経済構造改革の推進などに対応し、成熟社会に

おける人々の高度化・多様化したニーズに応える生活密着型の地域産業や観

光産業の育成、観光と連携した地域産業の振興と国際競争力の強化、生活・

地域産業密着型の公共投資への転換などが求められています。 

また、従来型の産業政策からさらに進んだ取り組みを行うために、優秀な

人材を起用・育成した推進体制の整備や戦略的な事業への重点投資などが求

められています。 

【成熟期への移行が求められる日本経済】 

1950     1960      1970   1980      1990     2000    2010 

             

S20 30 40 50 60  Ｈ2      12     22 

 

 

復興期 再構築期（成熟期） 高度成長期 安定成長期

構造改革期 

バブル期 
公共バブル期 

福祉元年 
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（3）地球規模の環境共生 

国際的な人・物・情報・文化の交流・移動はますますその範囲とスピード

を増し、また、世界的規模での産業の再編が進むとともに、地球温暖化、オ

ゾン層破壊、熱帯雨林の減少、砂漠化の進行など、地球規模での環境悪化に

対する国際的な連携が求められています。 

私たちが先人から受け継いだ豊かで美しい自然環境の保全に向けて、生物

多様性の維持と環境共生型社会の実現が求められています。 

 

（4）効率的・効果的な行財政運営 

住民に身近な行政の権限をできる限り地方自治体に移し、地域の創意工夫

による行政運営を推進できるようにする地方分権の推進と、産業構造の変化

と長期化する不況に対応した行政構造改革が求められています。 

地域経済再構築の取り組みをさらに強力に推進するとともに、効率的な行

財政運営に向けて、行政評価に基づく施策・事務事業の見直し、とりわけ開

発中心から維持・更新重視への公共投資政策の転換、職員の意欲・専門知識・

技術の向上、横断的な連携強化が求められるとともに、周辺市町村との連携

強化にも取り組んでいく必要があります。 
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第2章 本地域の概要 

第1節 自然条件・地理的条件 

大館市・比内町・田代町・小坂町任意合併協議会を構成する本地域は、秋

田県内陸北部に位置しており、東側を鹿角市と青森県、西側を鷹巣町・藤里

町、南側を森吉町、北側を青森県と接しています。総面積は合わせて

1,091.70km2です。 

本地域は平坦な大館盆地の周りに山岳地域が広がっており、各地域の特徴

は変化に富んでいます。本地域を東西にほぼ横断する形で秋田県第2位の流域

面積を持つ米代川が流れており、また小坂町は全国的に有名な十和田湖国立

公園を擁しています。 

気候は、積雪寒冷地帯の内陸性盆地気候に属し、積雪期間は12月から翌年3

月までの長期間におよび、山間部では積雪がより多くなります。 

 

 

第2節 沿革 

大館市は明治22年に町制を施行し、その後昭和26年に釈迦内村との解体合

併を行い、市制を施行しました。そして昭和30年に長木村・上川沿村・下川

沿村・二井田村・真中村・十二所町と合併し、昭和42年に花矢町を編入合併

して現在の大館市となっています。 

比内町は明治22年に町制を施行した扇田村（後に扇田町）、東館村、西館

村、大葛村が昭和30年に合併し、新町名を「比内町」として現在に至ってい

ます。 

田代町は、明治22年に町制を施行した早口村（後に早口町）、山瀬村が昭

和31年に合併し、新町名を「田代町」として現在に至っています。 

小坂町は明治22年に小坂村と特別行政区であった小坂鉱山が合併し、大正3

年に町制を施行、昭和30年に七滝村と合併し、現在に至っています。 
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第3節 人口・世帯 

平成12年の4市町合計の総人口は93,459人、世帯数は31,248世帯、1世帯当

たりの人口は2.99人です(国勢調査)。各市町の平成12年の人口は、大館市が

66,293人、比内町が12,095人、田代町が7,900人、小坂町が7,171人となって

おり、4市町とも人口は漸減傾向を示しています。 

長寿化と少子化の進行に伴い急速に高齢化が進んでいる国と同様、4市町と

もに高齢化が進展しています。平成12年における高齢化率は大館市が24.2％、

比内町が27.2％、田代町が27.9％、小坂町が29.0％、4市町では25.3％と全国

平均の17.3％を大きく上回っています。 

一世帯当たり人数は、大館市に比べ比内町・田代町が上回っていますが、

近年は4市町ともに減少しつつあります。一方世帯数については、4市町を合

計すると、増加傾向にあります。 

【人口推移】（国勢調査） 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年

大館市

比内町

田代町

小坂町

（人）

大館市

比内町

田代町

小坂町
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昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年

72,478 71,794 68,195 67,214 66,293

0～14歳 15,535 14,416 11,796 10,047 8,897
15～64歳 49,807 48,711 45,799 43,908 41,364
65歳以上 7,128 8,664 10,573 13,259 16,032
0～14歳 21.4% 20.1% 17.3% 14.9% 13.4%
15～64歳 68.7% 67.8% 67.2% 65.3% 62.4%

65歳以上 9.8% 12.1% 15.5% 19.7% 24.2%
20,858 21,335 21,436 22,119 22,808

3.5 3.4 3.2 3.0 2.9

総世帯数
1世帯あたり人数

人数

％

総人口
大館市

 

 

 

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年
13,992 13,683 13,200 12,713 12,095

0～14歳 2,901 2,810 2,535 2,077 1,643
15～64歳 9,382 8,905 8,318 7,781 7,165
65歳以上 1,709 1,968 2,347 2,855 3,287
0～14歳 20.7% 20.5% 19.2% 16.3% 13.6%
15～64歳 67.1% 65.1% 63.0% 61.2% 59.2%
65歳以上 12.2% 14.4% 17.8% 22.5% 27.2%

3,458 3,429 3,443 3,484 3,530
4.1 4.0 3.8 3.7 3.41世帯あたり人数

比内町
総人口

人数

％

総世帯数

 

 

 

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年
9,059 9,049 8,703 8,304 7,900

0～14歳 1,850 1,764 1,494 1,229 1,045
15～64歳 6,216 6,014 5,660 5,153 4,647
65歳以上 993 1,271 1,549 1,922 2,208
0～14歳 20.4% 19.5% 17.2% 14.8% 13.2%
15～64歳 68.6% 66.5% 65.0% 62.1% 58.8%
65歳以上 11.0% 14.0% 17.8% 23.1% 27.9%

2,338 2,409 2,392 2,359 2,339
3.9 3.8 3.6 3.5 3.4

％

総世帯数
1世帯あたり人数

田代町
総人口

人数

 

 

 

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年
10,526 9,728 8,035 7,703 7,171

0～14歳 2,087 1,601 1,151 1,014 862
15～64歳 7,159 6,698 5,230 4,814 4,226
65歳以上 1,280 1,429 1,654 1,875 2,080
0～14歳 19.8% 16.5% 14.3% 13.2% 12.0%
15～64歳 68.0% 68.9% 65.1% 62.5% 58.9%
65歳以上 12.2% 14.7% 20.6% 24.3% 29.0%

3,079 3,178 2,775 2,613 2,571
3.4 3.1 2.9 2.9 2.8

総世帯数
1世帯あたり人数

小坂町
総人口

人数

％
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昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 県 国
106,055 104,254 98,133 95,934 93,459 1,189,279  126,925,843

0～14歳 22,373 20,591 16,976 14,367 12,447 163,095 18,472,499
15～64歳 72,564 70,328 65,007 61,656 57,402 746,252 86,219,631

65歳以上 11,110 13,332 16,123 19,911 23,607 279,764 22,005,152
0～14歳 21.1% 19.8% 17.3% 15.0% 13.3% 13.7% 14.6%
15～64歳 68.4% 67.5% 66.2% 64.3% 61.4% 62.7% 67.9%
65歳以上 10.5% 12.8% 16.4% 20.8% 25.3% 23.5% 17.3%

29,733 30,351 30,046 30,575 31,248 389,190 8,628,076
3.57 3.43 3.27 3.14 2.99 3.00 2.67

総世帯数
1世帯あたり人数

合計
総人口

人数

％

 

（資料：国勢調査） 

注）県・国は平成12年数値 
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第4節 就業及び産業 

（1）就業 

就業者数は4市町とも漸減しています。平成12年現在の産業分類別人数は、

1位はサービス業11,318人（27.3％）、2位は卸売小売飲食業9,728人（23.5％）、

3位は製造業8,125人（19.6％）です。各市町においては、大館市・小坂町に

おいてサービス業が1位であるのに対し、比内町・田代町においては製造業が

1位となっています。 

就業動向に関しては、比内町・田代町においては、第1次産業従事者がこの

10年間では以前に増して減少する傾向にあります。また、4市町とも第3次産

業従事者が増加しており、全体ではサービス業・卸売小売飲食業が半数程度

を占める状況となっています。 

 

【就業者数の推移】（国勢調査） 
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【産業別就業者比率の推移】（国勢調査） 

①大館市 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年

第1次産業

第2次産業

第3次産業

その他

第2次産業

第1次産業

その他

第3次産業

 

 

②比内町 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年

第1次産業

第2次産業

第3次産業

その他

第3次産業

第2次産業

第1次産業

その他

 
 

③田代町 
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④小坂町 
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⑤合計 
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（2）産業 

 

農業は、4市町とも基盤となる水稲を中心に、果樹、野菜、特用作物などに

力を注ぎ、発展性のある複合経営を推進しています。また、農業従事者の減

少や後継者の不足から、多様な経営主体の育成にも取り組んでいます。 

4市町の農家人口は、ここ10年間に約2割減少しています。ただし、比内町・

田代町では第1次産業従事者が10％台であるのに対し、農家人口率が40％台と

なっており、兼業農家として農業に携わる人が現在も多くなっています。 

商業については、4市町の平成14年の商店数は1,122店、従業員数は5,644

人、年間販売額は約876億円です。市町別では、大館市が本地域の商業拠点と

なっています。 

大館市は周辺地域からの購買流入が大きく、県北における物流の拠点とし

て重要な位置を占めています。対して比内町・田代町・小坂町では大型店の

町外出店などにより、消費者の町外流出が増加する状況となっています。 

工業は、時代の流れにあわせ高付加価値化、環境負荷を考えた循環型産業、

地場産業の振興を目指して推進しています。各市町に工業団地があり、現在

も企業誘致を進めています。厳しい経済状況ではあるものの、4市町の製造業

製造品出荷額は平成12年時点で平成2年より６％増加となっています。ただし

事業所数・従業員数は2割程度の減少となっています。 

 

【農家の状況（平成 12 年）】                     （単位：戸、人、a） 

農家数 経営面積 

 

粗生産

額（百万

円） 
自給的 

農家 

販売農

家 
合計 

農家率 農家人口 農家人口率 
面積 

1 農家 

当たり 

大館市 7,260 590 2,475 3,065 13.4 13,331 20.1 398,069 129.9

比内町 2,710 210 1,048 1,258 35.6 5,641 46.6 193,600 150.9

田代町 1,560 124 701 825 35.2 3,589 45.4 131,600 188.0

小坂町 2,060 82 402 484 18.8 1,907 26.6 52,600 108.7

合計 13,590 1,006 4,626 5,632 18.0 24,468 26.2 775,869 137.8

県 204,800 10,521 70,042 80,563 20.7 359,401 30.2 13,508,200 167.7

（資料：生産農業所得統計、農林業センサス） 
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【農家人口の推移】                           （単位：人、％） 

農家人口 農家人口率 
 

平成 2 年 平成 7 年 平成 12 年 平成 2 年 平成 7 年 平成 12 年 

大館市 17,250 15,248 13,331 25.3 22.7 20.1

比内町 6,993 6,329 5,641 53.0 49.8 46.6

田代町 4,571 4,105 3,589 52.5 49.4 45.4

小坂町 2,519 2,238 1,907 31.4 29.1 26.6

合計 31,333 27,920 24,468 31.7 29.0 26.2

（資料：農林業センサス） 

【商店数、従業者数、年間商品販売額及び売場面積の推移】 （単位：店、人、千万円、㎡） 

売場面積 
商店数 従業員数 年間商品販売額

総面積 １店舗あたり
 

平成 11

年 

平成 14

年 

平成 11

年 

平成 14

年 

平成 11

年 

平成 14

年 

平成 11

年 

平成 14

年 

平成 11

年 

平成 14

年 

大館市 942 838 5,014 4,550 8,782 7,336 105,069  112

比内町 156 131 610 580 912 856 10,116  65

田代町 83 69 315 245 337 263 4,691  57

小坂町 108 84 323 269 443 307 6,435  59

合計 1,289 1,122 6,262 5,644 10,474 8,762 126,311  98

（資料：商業統計調査） 

【製造業事業所数、従業者数及び製造品出荷額等】        （単位：箇所、人、百万円） 

事業所数 従業者数 
１事業所あたりの

従業員数 

製造品出荷額等

（百万円） 
市町村 

平成 2 年 
平成 12

年 
平成 2 年

平成 12

年 
平成 2 年

平成 12

年 
平成 2 年 

平成 12

年 

大館市 227 170 6,111 4,433 26.9 26.1 59,896 63,522

比内町 59 51 1,295 1,191 21.9 23.4 7,121 8,604

田代町 36 30 926 815 25.7 27.2 11,874 14,691

小坂町 18 16 1,237 1,342 68.7 83.9 28,560 27,915

合計 340 267 9,569 7,781 28.1 29.1 107,451 114,732

（資料：工業統計調査） 
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第5節 公共的施設 

本地域にある主な公共・公益施設を見ると、保育・教育施設は、幼稚園11

園、保育園21園、小学校26校、中学校12校、高等学校6校、短期大学2校、特

殊教育学校１校です。現在高等学校があるのは、大館市と小坂町で、大学が

あるのは大館市です。 

文化・スポーツ施設は、体育館・野球場が4市町、公認陸上競技場が３市町

に整備されており、充実していると言えます。また、大館市に文化会館、大

館樹海ドーム、広域交流センターがあります。図書館は、大館市、田代町、

小坂町にありますが、比内町にはありません。 

老人保健福祉施設は、特別養護老人ホーム6カ所、軽費老人ホーム1カ所、

老人短期入所施設6カ所、老人デイサービスセンター12カ所、在宅介護支援セ

ンター10カ所、養護老人ホーム1カ所、老人保健施設２カ所、介護療養型医療

施設３カ所、痴呆対応型共同生活施設（グループホーム）５カ所があります。 

障害者福祉施設は、身体障害者療護施設が1カ所、知的障害者更生施設が3

カ所、知的障害者授産施設2カ所、障害者福祉センター1カ所、障害者小規模

共同作業所5カ所があります。 

医療施設は、病院が7院、一般診療所が53カ所、歯科診療施設が33カ所、保

健センターが4カ所となっています。自治体病院は、大館市と比内町にありま

すが、田代町、小坂町にはありません。 
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【主な公共的施設】 

（1）教育施設 

【幼稚園の状況】                           （単位：園、人） 

園児数 
 園数 学級数 

総数 3 歳 4 歳 5 歳 
教員数 千人当たり園数

大館市 10 39 746 193 252 301 74 0.15

比内町 1 3 44 10 19 15 4 0.08

田代町 - - - - - - - -

小坂町 - - - - - - - -

合計 11 42 790 203 271 316 78 0.12

（資料：平成 15 年 学校基本調査） 

【保育園の状況】                            （単位：校、人） 

箇所数 定員 施設充足率 

 
総数 公立 私立 計 公立 私立 

対象者数 
公立 公私立計

大館市 14 13 1 894 834 60 829 100.6 107.8

比内町 4 4 - 360 360 - 324 111.1 111.1

田代町 1 1 - 170 170 - 189 89.9 89.9

小坂町 2 1 1 150 30 120 143 21.0 104.9

合計 21 19 2 1,574 1,394 180 1,485 93.9 106.0

（資料：平成 13 年度 公共施設状況調査） 

【小学校の状況】                           （単位：校、人） 

 学校数 学級数 児童数 教員数 

人口千人当

たりの学校

数 

教員一人当た

りの児童数

大館市 13 139 3,605 228 0.20 15.8

比内町 5 33 587 58 0.41 10.1

田代町 5 28 421 51 0.63 8.3

小坂町 3 20 360 24 0.41 15.0

合計 26 220 4,973 361 0.28 13.8

注）1 市 3 町合計の人口千人当たりの学校数は平成 12 年国勢調査人口を基準に算出した 

（資料：平成 15 年 学校基本調査） 
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【中学校の状況】                           （単位：校、人） 

 学校数 学級数 生徒数 教員数 

人口千人当

たりの学校

数 

教員一人当た

りの生徒数

大館市 8 63 1,836 168 0.12 10.9

比内町 1 12 375 23 0.08 16.3

田代町 1 9 237 21 0.12 11.3

小坂町 2 8 165 21 0.28 7.9

合計 12 92 2,613 233 0.13 11.2

注）1 市 3 町合計の人口千人当たりの学校数は平成 12 年国勢調査人口を基準に算出した 

（資料：平成 15 年 学校基本調査） 

【高等学校の状況】                           （単位：校、人） 

 学校数 学級数 生徒数 教員数 

人口千人当

たりの学校

数 

教員一人当た

りの生徒数

大館市 5 74 2,714 223 0.08 12.2

比内町 - - - - - -

田代町 - - - - - -

小坂町 1 9 258 35 0.13 7.4

合計 6 83 2,972 258 0.06 11.5

注）1 市 3 町合計の人口千人当たりの学校数は平成 12 年国勢調査人口を基準に算出した 

（資料：平成 15 年 学校基本調査） 

【短期大学の状況】                           （単位：校、人） 

 学校数 学科数 生徒数 人口千人当たりの学校数 

大館市 2 7 526 0.03

    （資料：大館市市勢要覧資料編） 

【特殊教育学校の状況】                         （単位：校、人） 

学級数 生徒数 
 学校数 

小学部 中学部 高等部 計 小学部 中学部 高等部 計 

比内町 １ 6 2 2 10 17 8 33 58

                            (資料：平成１５年度学校要覧・秋田県立比内養護学校) 
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（2）文化・スポーツ施設 

文化・スポーツ施設 大館市 比内町 田代町 小坂町 合計 

図書館 施設数 2 - 1 1 4

 蔵書総数 173,987 - 50,504 45,703 270,194

 一人当たりの蔵書

数 2.6

  

- 6.4 6.4 2.9

市民会館・公会堂 施設数 1 - - - 1

 延べ面積（㎡） 6,382 - - - 6,382

博物館・美術館等 施設数 1 - 1 1 3

 利用人数 13,542 - 613 15,626 22,781

体育館 施設数 9 1 5 1 16

 延べ面積（㎡） 10,344 2,387 6,835 3,232 22,798

陸上競技場・野球場 施設数 7 1 1 2 11

 敷地面積（㎡） 136,778 15,607 28,800 36,041 217,226

プール 施設数 3 - - 1 4

 敷地面積（㎡） 951 - - 2,807 3,758

公民館 施設数 12  8 11 3 34

 延べ面積（㎡） 11,137 4,434 4,502 2,940 23,013

（資料：平成13年度 公共施設状況調査） 
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（3）社会福祉施設 

老人保健福祉施設  大館市 比内町 田代町 小坂町 合計 

 特別養護老人ホーム 施設数 3 1 1 1 6

  定員 215 80 50 50 395

 軽費老人ホーム 施設数 1 - - - 1

  定員 50 - - - 50

 老人短期入所施設 施設数 3 1 1 1 6

  定員 55 20 20 8 103

 老人デイサービスセンター 施設数 6 2 2 2 12

  定員 193 55 65 40 353

 在宅介護支援センター 施設数 5 2 2 1 10

  定員 - - - - -

 養護老人ホーム 施設数 1 - - - 1

  定員 80 - - - 80

 老人保健施設 施設数 2 - - - 2

  定員 250 - - - 250

 グループホーム 施設数 3 1 - 1 5

  定員 45 9 - 9 63

 介護療養型医療施設 施設数 3 - - - 3

  定員 186 - - - 186

障害者施設      合計 

身体障害者療護施設 施設数 - - -    1 1

 定員 - - -    80 80

 知的障害者更生施設 施設数    2 - -    1 3

  定員   180 - -    50 230

 知的障害者授産施設 施設数    2 - - - 2

  定員 105 - - - 105

 障害者福祉センター 施設数    1 - - - 1

  定員   50 - - - 50

 心身障害者通園施設 施設数 - - - - -

  定員 - - - - -

 障害者小規模共同作業所 施設数 3 1 1 - 5

  定員 38 - - - 38

（資料：平成13年度 公共施設状況調査・各市町担当課） 

医療施設の状況 医師の状況 

病院 一般診療所

 
施設数 病床数 施設数 病床数

歯科診
療所施
設数 

保健セ
ンター
施設数 合計 

 
病院 

 

一般診 
療所 

一般診
療所
（歯
科）

大館市 6 1,308 47 205 26 1 171 132 - 39

比内町 1 136 1 - 3 1 15 11 1 3

田代町 - - 2 - 2 1 4 - 2 2

小坂町 - - 3 - 2 1 8 - 6 2

合計 7 1,444 53 205 33 4 198 143 9 46

（資料：各市町担当課） 
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第6節 交通環境・都市基盤・生活環境の整備状況 

（1）交通環境 

本地域の幹線道路としては、東北自動車道、国道７号、103号、285号、282

号、また観光道路としても有名な県道大館・十和田湖線（通称 十和田大館

樹海ライン）が、大館市と小坂町を結んでいます。特に国道7号の一部は古く

から羽州街道として重要な役割を担ってきました。その他東北自動車道から

のアクセス道として県道66号線（十二所花輪大湯線）、22号線（比内大葛鹿

角線）、大館・十和田湖線があります。また、大館能代空港までは大館市か

ら車で約40分の距離にあるなど、広域交通網のインフラ整備は、整いつつあ

ると言えます。 

公共交通機関は、ＪＲ奥羽本線が大館市と田代町を、ＪＲ花輪線が大館市

と比内町をそれぞれ結んで走っています。小坂町は現在路線バスのみとなっ

ています。その他各市町においても、路線バスは重要な公共交通機関となっ

ています。このように、本地域の交通環境はおおむね整備されていますが、

一方で、路線バス利用者の減による、生活バス路線の廃止など、大きな課題

があります。 
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（2）道路の整備状況 

本地域の道路の整備状況は、道路の実延長が1,003kｍあり、改良済延長は

704kｍ（改良率70.2％）、舗装済延長は735kｍ（舗装率73.3％）となってい

ます。県全体と比較すると、改良率はほぼ県平均ですが、舗装率は下回って

います。 

（単位：km、㎡、％） 

 実延長 km 面積㎡ 
改良済

延長 km

舗装済

延長 km

自 動 車 交

通 不 能 道

路延長 km

歩道延長

km 

改 良

率％ 

舗 装

率％ 

自動車交

通不能道

比率％ 

大館市 587 3,465,419 458 437 19 66 78.1 74.5 3.3

比内町 160 1,123,407 106 122 1 5 66.4 76.3 0.9

田代町 107 901,104 91 92 1 7 85.4 85.7 0.8

小坂町 149 775,629 48 84 7 8 32.3 56.3 4.4

合計 1,003 6,265,559 704 735 28 86 70.2 73.3 2.8

県 74.8 92.1 2.1

（資料：平成13年度公共施設状況調査） 

（3）情報基盤 

比内町・田代町・小坂町の公民館などでは、インターネットで町のホーム

ページ等の閲覧が可能となっています。また小坂町では公共施設間で光ファ

イバーのイントラネットが整備されています。大館市では市のホームページ

が公開されており、公共施設間の情報基盤は合併までに整備する予定で取り

組んでいます。 
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（4）上水道 

現在4市町の上水道普及率は県平均の87.8％と比較すると、比内町・田代町

で下回っています。特に比内町では低い数値となっています。小坂町は93.0％

と高くなっています。 

（単位：箇所、人、千ｍ3、％） 

総数 上水道 その他水道 
 

箇所数 給水人口 年間給水量 箇所数 給水人口 年間給水量 箇所数 給水人口 年間給水量
普及率

大館市 17 58,886 12,890 1 52,761 10,001 16 6,125 2,889 90.1

比内町 17 7,604 1,091 1 5,796 821 16 1,808 270 61.9

田代町 5 6,210 1,255 - - - 5 6,210 1,255 76.8

小坂町 15 6,583 2,083 1 3,977 386 14 2,606 1,697 93.0

合計 54 79,283 17,319 3 62,534 11,208 51 16,749 6,111 84.1

 県 87.8

注）1市3町合計の普及率は平成13年行政区域内人口を基準に算出した 

（資料：平成13年度公共施設状況調査） 

（5）下水道 

現在4市町の下水道普及率は田代町が県平均の47.5％を上回っているのみ

で、下水道普及率はあまり高くない状況です。一方、水洗化の状況を示した

下水処理普及率は、比内町の30.9％が一番高く、小坂町では10.2％となって

おり、早急な整備が望まれます。 

（単位：人、％） 

排水人口 水洗便所設置済人口 

 公共下

水道 

農業集

落排水

施設 

計 
公共下

水道 

農業集

落排水

施設 

計 

合併処理

浄化槽処

理人口

公共下

水道普

及率 

下水道

普及率

下水処

理普及

率 

大館市 14,344 4,531 18,875 10,964 2,851 13,815 6,287 21.5 35.8 29.0

比内町 4,194 306 4,500 2,763 287 3,050 754 34.1 42.7 30.9

田代町 3,019 810 3,829 1,956 798 2,754 161 37.3 49.3 24.2

小坂町 837 - 837 565 - 565 160 11.8 14.1 10.2

合計 22,394 5,647 28,041 16,248 3,936 20,184 7,362 23.7 37.5 29.2

県 39.0 47.5

注）1市3町合計の下水道普及率・下水処理普及率は平成13年度行政区域内人口を基準に算出した 

（資料：平成13年度公共施設状況調査） 
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（6）ごみ処理・し尿処理 

ごみ処理・し尿処理に関しては、大館市・比内町・田代町は大館周辺広域

市町村圏組合で、小坂町は鹿角市とともに鹿角広域行政組合において処理し

ています。 

（単位：人、ｔ、kl） 

ごみ処理 し尿処理 

総人口 収集量（t) 総人口 収集量(kl) 
 

 
計画収

集人口 
 焼却 埋立

自家処

理量  
計画収

集人口
 

し尿処

理施設

自家処

理量

大館市 66,829 66,829 23,733 18,633 5,140 693 66,829 47,205 37,431 37,431 13,770

比内町 12,326 12,326 3,255 2,367 762 646 12,326 8,066 5,270 5,270 1,987

田代町 8,086 8,086 1,733 1,278 390 590 8,086 3,979 4,109 4,109 2,300

小坂町 7,092 7,079 2,251 1,702 230 378 7,092 4,933 3,065 3,065 1,212

合計 94,333 94,320 30,972 23,980 6,522 2,307 94,333 64,183 49,875 49,875 19,269

（資料：平成13年度公共施設状況調査） 
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第7節 郷土文化 

大館市には、秋田犬や比内鶏に代表される天然記念物（6件）、八幡神社（国

指定重要文化財）や桜櫓館（国有形登録文化財）に代表される建造物などの

歴史的文化遺産があります。 

比内町には絹本阿弥陀如来迎図（県指定有形文化財）や独鈷囃子、扇田盆

踊りなどの民俗芸能があります。 

田代町には山田獅子踊りや蛭沢獅子舞、代野番楽などに代表される民俗芸

能があります。 

小坂町には全国的に有名な国立公園十和田湖（特別名勝及び天然記念物）

があるほか、小坂鉱山によって栄えた当時を今に伝える旧小坂鉱山事務所（国

指定重要文化財）や康楽館（国指定重要文化財）などの文化財があります。 

これらの遺産を大切に守り育てる地域の人々の努力と相まって、歴史的、

文化的な風土を今に伝えています。また、各市町の特性を生かしたイベント

や新しい祭りも行われています。 

このように、4市町それぞれに守り伝えられる独自の文化があります。しか

し4市町ともに、季節や農作業の節目に行われてきた数々の伝統行事を伝承す

る機会も減少してきている状況にあり、郷土の文化を後世に伝えるという課

題が残されています。 
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【主な文化財】 

市町名 名称 種別 指定区分 

八幡神社 建造物 国指定重要文化財 

長走風穴高山植物群落 天然記念物 国 

芝谷地湿原植物群落 天然記念物 国 

秋田犬  天然記念物 国 

ザリガニ生息地 天然記念物 国 

声良鶏 天然記念物 国 

比内鶏 天然記念物 国 

桜櫓館（旧櫻庭家住宅） 建造物 国登録有形文化財 

北鹿ハリストス正教会聖堂 建造物 県指定有形文化財 

刀装 出羽秋田住正阿弥伝兵

衛作 

工芸 県指定有形文化財 

太刀 無銘伝一文字成宗 工芸 県指定有形文化財 

刀銘 大和大掾藤原正則 工芸 県指定有形文化財 

脇差 銘粟田口一竿子入道忠

綱彫同作 

工芸 県指定有形文化財 

菅江真澄著作 46 点 書跡 県指定有形文化財 

鋒形石器 2 個 考古資料 県指定有形文化財 

矢立廃寺跡 史跡 県指定史跡 

金八鶏 天然記念物 県指定天然記念物 

大
館
市 

その他市指定の文化財 21  市 

絹本阿弥陀如来迎図 絵画 県指定有形文化財 
比内町 

その他町指定の文化財 17  町 

矢石館遺跡 史跡 県指定史跡 
田代町 

その他町指定の文化財 ５  町 

康楽館 建造物 国指定重要文化財 

旧小坂鉱山事務所 建造物 国指定重要文化財 

天使館（旧聖園マリア園） 建造物 国登録有形文化財 
（予定） 

旧小坂鉱山病院記念棟 建造物 国登録有形文化財 
（予定） 

十和田ホテル本館 建造物 国登録有形文化財 
（予定） 

旧小坂鉄道貴賓客車及び11号

蒸気機関車 

歴史資料 県指定有形文化財 

旧止滝発電所一号発電機械 歴史資料 県指定有形文化財 

十和田湖 特別名勝及び

天然記念物 

国 

蛤歯形磨製石斧 考古資料 県指定有形文化財 

小坂鉱山資料 2,059 点 歴史資料 県指定有形文化財 

小
坂
町 

その他町指定の文化財 6  町 

注）声良鶏：主な生息地は青森県・秋田県、比内鶏：主な生息地は秋田県 
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【主なイベント】 

 大館市 比内町 田代町 小坂町 

4 月 

 

大館桜まつり 

声良鶏、比内鶏、

金八鶏展覧会 

ジャジャシコ祭り   

5 月 

 

秋田犬本部展 

大館・七日市日ま

つり 

達子森薬師神社例

大祭（イタコの口

よせ） 

  

6 月 

 

大館バラまつり 竜ヶ森山開き(比

内町・鷹巣町) 

独鈷大日神社例大

祭・湯立て 

たけのこ祭り 十和田湖山開き 

アカシアまつり 

十和田湖ヒメマス

マラソン大会 

7 月 

 

 笹館桂清水神社祭

り 

扇田神明社祭典 

半夏生 康楽館歌舞伎大芝

居 

十和田湖湖水まつ

り 

8 月 

 

大館大文字まつ

り 

鳳凰山大文字焼 

山コチンチコ(子

供七夕) 

 中野七夕祭・金山

七夕 

扇田盆踊り(ハタ

ギ踊り) 

鮎釣り大会 小坂七夕祭り 

9 月 

 

大館神明社祭典  十ノ瀬山ハンググ

ライダー大会 

町巡り駅伝大会 

十和田湖国境祭 

小坂町ワイン祭り

10 月 

 

大館きりたんぽ

まつり 

大館・七日市まつ

り 

大館圏域産業祭 

 産業文化祭 

五色湖祭り 

町巡り駅伝大会 

 

11 月  産業文化祭   

12 月     

1 月  比内とりの市  十和田湖冬物語 

2 月 大館アメッコ市   十和田湖冬物語 

3 月    十和田湖冬物語 
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第8節 行財政の状況 

（1）行財政構造 

平成13年度の4市町においては、議員数が大館市で28人、比内町20人、田代

町で16人、小坂町で16人です。また職員数は、大館市で476人、比内町124人、

田代町で100人、小坂町で95人です。 

歳出総額の推移を見ると、大館市では平成11年度から13年度の4年間で漸減、

比内町・田代町・小坂町は横ばいとなっています。 

財政指標を見ると、財政規模が大きい順に、大館市、比内町、田代町、小

坂町となっています。財政力指数では、大館市が0.477で最も高く、経常収支

比率では田代町が81.8％と最も低くなっています。また公債費負担比率は比

内町が13.8％と最も低くなっています。 

【行財政の指標】                    （単位：人・％・千円） 

大館市 比内町 田代町 小坂町 1市3町合計

議員数 28 20 16 16 80
職員数 476 124 100 95 795

歳入総額 24,469,811 6,013,051 5,392,679 4,600,337 40,475,878
歳出総額 23,836,936 5,881,738 5,254,756 4,485,314 39,458,744
経常収支比率 88.6 87.8 81.8 88.5 86.8
財政力指数 0.477 0.235 0.222 0.272 0.415
公債費負担比率 16.7 13.8 19.4 23.1 16.3  

注）1市3町合計の経常収支比率・財政力指数・公債費負担比率は平成12年度を基準に算出した 
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【歳出の推移】 

0
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（千円）

比内町

田代町

小坂町

大館市

 

（2）主要財政指標 

①経常収支比率 

経常収支比率は、その自治体の一般財源が人件費や公債費などの経常経費

にどの程度使われているかを表す比率で、この比率が低いほど、弾力的な財

政運営が行える団体であると言えます。一般に都市においては75～80％、町

村においては70～75％が妥当とされていますが、現在4市町とも80％を超えて

います。特に大館市・比内町・小坂町は上昇傾向にあります。 
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②財政力指数 

財政力指数は各地方公共団体の財政力を示す数値で、1.0を超えるか１に近

づくほど財政力が高いとされます。現在大館市が0.477とやや高くなっていま

すが、比内町・田代町・小坂町は0.2台で推移しています。 

0.477

0.235
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③公債費負担比率 

公債費負担比率は、公債費に充てられる一般財源の一般財源全体に対する

割合を示す比率であり、一般的に10％を超えないことが望ましいとされてい

ます。現在4市町とも10％を超えており、大館市・田代町・小坂町は警戒ライ

ンとされる15％を超えています。 

 

16.7%

19.4%

23.1%

15.5%15.3%
14.9%
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（3）広域行政の状況 

大館市・比内町・田代町では、消防、救急、ごみ、し尿処理、斎場、介護

保険認定審査、広域センターについて、大館周辺広域市町村圏組合として行

っています。 

小坂町は、消防・救急、ごみ・し尿処理、斎場、広域センターについて、

鹿角市と共同して鹿角広域行政組合として行っています。 

組織名等 構成市町村 概要 
その他の構成市

町村 

大館周辺広域

市町村圏組合 

大
館
市 

比
内
町 

田
代
町 

広域業務： 

消防・救急・ごみ・し尿

処理・斎場・介護認定審

査会・広域センター 

なし 

鹿角広域行政

組合 

小
坂
町 

  

広域業務：   

消防・救急・ごみ・し尿処

理・斎場・広域センター 

鹿角市 

 

（4）公営企業会計の状況 

地方公営企業法適用公営企業会計は、水道事業が大館市・比内町・小坂町

にあり、その他大館市には大館市工業用水道事業、大館市病院事業、比内町

には扇田病院事業があります。 

同法非適用事業としては、下水道事業・農業集落排水事業が大館市・比内

町・田代町にあり、小坂町には米代川流域公共下水道事業・十和田湖特定環

境保全公共下水道があります。また簡易水道事業は比内町・田代町・小坂町

にあります。 

介護保険サービス事業については大館市・小坂町にあります。宅地造成事

業については、田代町・小坂町にあります。 

その他に、大館市には卸売市場事業、公営駐車場事業があり、比内町には

戸別合併処理浄化槽整備事業、田代町には内陸工業団地造成事業があります。 
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  事業名 市町村名 概要等（平成 14 年度） 

大館市 収入 1,118,834 千円  支出 1,011,507 千円 

比内町 収入 126,330 千円  支出 128,830 千円  水道事業 

小坂町 収入 150,447 千円  支出 159,407 千円  

大館市工業用水

道事業 
大館市 収入 48,361 千円 支出 45,048 千円  

大館市病院事業 大館市 収入 6,963,050 千円  支出 7,150,952 千円 

法適用 

  

  

扇田病院事業 比内町 収入 1,672,600 千円  支出 1,796,500 千円 

大館市 収入 518,889 千円 支出 601,225 千円  

比内町 収入 723,860 千円 支出 718,374 千円 
下水道事業 

 

田代町 収入 850,275 千円 支出 845,179 千円 

米代川流域公共

下水道事業 
小坂町 収入 178,387 千円 支出 177,194 千円 

十和田湖特定環

境保全公共下水

道 

小坂町 収入 41,375 千円 支出 41,375 千円 

大館市 収入 96,827 千円 支出 96,111 千円 

比内町 収入 359,712 千円 支出 358,814 千円 

農業集落排水事

業 

 
田代町 収入 278,008 千円 支出 274,825 千円 

比内町 収入 16,174 千円 支出 16,093 千円 

田代町 収入 121,420 千円 支出 110,960 千円 簡易水道事業 

小坂町 収入 101,928 千円 支出 101,928 千円 

大館市 収入 576,040 千円 支出 574,574 千円 介護保険サービ

ス事業 小坂町 収入 94,479 千円 支出 86,441 千円 

卸売市場事業 大館市 収入 22,659 千円 支出 3,881 千円  

公営駐車場事業 大館市 収入 48,054 千円 支出 47,474 千円 

戸別合併処理浄

化槽整備事業 
比内町 収入 65,418 千円 支出 64,172 千円 

田代町 総面積：7.3ha 未売却：0.4ha 
宅地造成事業 

小坂町 収入 41,754 千円 支出 41,754 千円 

 

 

 

 

 

非適用 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

内陸工業用地造

成事業 
田代町 総面積：17.4ha 未売却：2.5ha 

 



 32

（5）第3セクターおよび土地開発公社 

本地域4市町が出資する法人は、民法法人が7団体、商法法人が2団体ありま

す。また、大館市は土地開発公社を設立しており、兼務職員が７名配置され

ています。 

職員数 

区分 

民法法

人、商法

法人の区

分 

関係市町 法人名 

当該市町

出資額及

び出資比

率(千円）

主要業務 うち市

町職員

出向者 

その他

パー

ト・嘱託

16 
商法 大館市 

(株)県北環

境保全セン

ター 

出資額

5,300 

52％ 

下水道処理施設の運転管理 
0  

30 
民法 大館市 

(財)大館市

勤労者福祉

事業団 

出資額

20,000

66.7％ 

大館矢立ハイツ、勤労者総合

福祉センター及び大館地域職

業訓練センターの管理運営 0  

17 
民法 大館市 

(財)大館市

文教振興事

業団 

出資額

30,000

100％ 

スポーツ、文化の振興及び市

の文教施設である樹海ドー

ム、市民文化会館の管理運営 0  

1 
民法 大館市 

(財)大館市

体育協会 

出資額

5,000 

50％ 

市民スポーツの普及 
0  

0 
民法 大館市 

(社)大館市

芸術文化連

盟 

出資額

5,000 

50％ 

市の芸術文化の振興 
0  

135 
社会福祉

事業法 
大館市 

社会福祉法

人大館市社

会福祉事業

団 

出資額

3,000 

100％ 

県、市設置の社会福祉施設の

管理運営 
1 
 

1 
民法 比内町 

(財)比内町

観光開発公

社 

出資額 

201,000

99.5％ 

・観光宣伝に関すること 

・地場特産品の開発及び普及

宣伝に関すること 他 0 

6 
商法 田代町 

株式会社 

田代ふるさ

と振興公社

出 資 額

34,000 

68% 
温泉宿泊施設の運営 

0 
16

14 

出 資 割

合 が

25 ％ 以

上 の 法

人 

民法 小坂町 

小坂町開発

公社 

出 資 額

1,000 

100% 

康楽館業務委託 

ふるさとセンター業務委託 

明治百年堂の運営 0  

9 
出 資 割

合 が

25 ％ 未

満 の 法

人 

民法 小坂町 

（財）秋田県

資源技術開

発機構 

出資額

10,000 

23％ 

資源総合リサイクルの技術開

発や試験研究、研修及び技術

の普及指導、資源開発等に関

する国内外技術者の研修 1 
 

     7 
土 地 開

発公社 

公有地の

拡大の推

進に関す

る法律 

大館市 
大館市土地

開発公社 

出資額 

5,000 

100％ 

 

兼務 7 
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第3章 関連計画の概要 

（1）「21世紀の国土のグランドデザイン」（国） 

国は、平成10年に現在の一極一軸型の国土構造から多軸型の国土構造への

転換を長期構想とする「21世紀の国土のグランドデザイン」を提示しました。 

これからの地域整備は「自立」と「相互補完」に基づくより水平的なネッ

トワーク構造へと転換すること、自然環境を保全、回復する機能、新しい文

化と生活様式を創造する機能を兼ね備えた多様性のある地域づくりを志向し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北地域 

「21世紀に向け調和のとれた新しいライフスタイルが展開されるフロンティア（最

先端地域）」 

 

○地域整備の基本方向 

東北地域は、豊かな森林を擁する山地と盆地とが構成する山間部や変化に富んだ

海岸線等の地理的特徴を有し、一般的に積雪寒冷地域ではあるものの脊梁山脈を境

に気候区分が異なるなど多様な自然的条件を備えた地域である。また、特色ある文

化や生活、産業、技術等にかかわる豊富な資源を有するとともに、我が国の主要な

食料、木材及びエネルギーの供給基地としての役割を担っている。さらに、これま

での高速交通基盤等の整備の進展を背景に中枢・中核都市の拠点性が高まりつつあ

る。 

今後は、本地域においてこうした個性とポテンシャル（発展可能性）を生かし、

豊かで美しい自然と共存できる社会を形成していくことが期待される。このため、

各中枢・中核都市の個性や拠点性を一層高めつつ、中小都市や過疎化、高齢化の進

展が懸念される沿岸部や山間部地域において、ゆとりと豊かさを実感できる多自然

居住地域の創造に取り組み、これらの都市間、地域間相互の交流・連携を深めるこ

とによって、東北地域全体として「21世紀に向け調和のとれた新しいライフスタイ

ルが展開されるフロンティア」としての発展を目指す。加えて、環日本海地域を中

心とする極東アジアにおける国際文化・経済交流のゲートウェイ（接続地点）を目

指す。こうした取組によって広域的な地域間の交流・連携が進み、東北地域として

一体的な発展のみならず、北東国土軸及び日本海国土軸形成の基礎が築かれる。 
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（2）あきた21総合計画（秋田県） 

秋田県では、平成32（2020）年の秋田の姿を展望し、平成22（2010）年を

目標とする「あきた21総合計画」を推進しています。 

この計画では、 

①産学官の連携による研究開発、農林水産業や木材産業などを活用した資

源循環型産業の発展 

②豊かな自然と共生したライフスタイルの実践 

③長寿先進県としての役割、安全性の高い地域社会、伝統の継承など、人々

が楽しく暮らせる社会の実現 

という、３つのポテンシャル（発展可能性）を生かし、新世紀の秋田の目

指す姿は、「美しい環境のもとで、それぞれの世代が豊かさを実感でき、生

き生きと活躍している」社会 ～「時と豊かに暮らす秋田」をめざして～と

いう将来像を掲げています。 

その中で本地域の大部分を含む「大館・北秋田地域」の地域別計画は、次

のように示されています。 
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（地域の将来像） 

蓄積された鉱山技術を活用した新たな産業が振興し、地域内外の人々の遊びと交流の

機会が随所に用意された北東北の玄関口としての役割を積極的に担う拠点を目指しま

す。 

 

（地域づくりの基本方針） 

①北東北の玄関口としての交通ネットワークの整備 

航空需要の維持・拡大に努め、増便、通年化、新規路線開設などの航空ネットワーク

の充実を図るとともに、日本海沿岸東北自動車道、空港アクセス道路の整備、地域高規

格道路大曲鷹巣道路建設の具体化に向けた調査の促進を図り、交通ネットワークの整備

拡充を進めます。 

②高速交通ネットワークを生かした魅力ある農林業の展開 

都会にない農山村の魅力を前面に打ち出し、宿泊場所や食事の提供・直売などのサー

ビス業、市民農園などの体験型農林業、朝市・直販・農林産品加工などの交流型農林業

の振興を観光と一体となって図ります。また、首都圏や大都市圏との交流を通じて、消

費者のニーズを的確にとらえ、多種多様な需要動向に即した生産拡大を図るための生産

体制の整備、加工品開発及び販路拡大の促進に努めます。 

③環境にやさしいまちづくりを進める「県北部エコタウン」の形成 

産学官や県北部地域の連携を強化し、家電リサイクル事業の推進、資源の有効利用と

新しい産業の展開を図るエコマテリアルやエコ資源の活用技術の開発、生ゴミのコンポ

スト化等による活用の促進、さらには、資源循環型社会の形成に向けた住民意識の向上

などを図り、県北部エコタウンの実現を目指します。 

④地域の資源を活用した遊びと交流の場づくり 

名所・旧跡・温泉・観光施設などのネットワーク化に努め、秋田内陸線を含んだ広域

観光ルートの開発などにより、県内外の人々の遊びと交流の機会づくりを推進するとと

もに、通年型・滞在型観光の確立を図ります。 また、「森と遊び交わる文化」を発掘・

継承・活用しながら、豊かな森林資源を次の世代に確実に引き継ぎ、四季を通じて人々

が集う独自の森の文化づくりを促進します。 
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第4章 現在のまちづくりの概要 

4市町が、現在、そして将来に向けて、どのようなまちづくりを目指してい

るのかを、市町政の最上位計画に当たる総合計画から明らかにします。 

（1）4市町の将来像 

4市町の総合計画に示されている将来像としては、基本的に4市町とも恵ま

れた自然環境有効利用・保全しながら活力のあるまちづくりを目指す、とい

うことが共通しています。また、少子化などの影響で人口が減りつつある現

状も共通していることから、将来を見据え次代を育成していくという方向性

も同じであると言えます。このことから、4市町の方向性は基本的に一致して

いると考えられます。 

 

（総合計画） 

大館市：「21世紀の大館市総合計画」 （計画期間 平成13～22年度） 

比内町：「第6次比内町振興計画」（計画期間 平成13～22年度） 

田代町：「第3次田代町総合発展計画」（計画期間 平成13～22年度） 

小坂町：「第4次小坂町総合計画」（計画期間 平成13～22年度） 

 

 将来像 方向性 

大館市 【基本理念】 

地方分権の時代を

迎え、ゆとりと豊

かさを実感できる

地域社会の実現に

向けて、市民が主

体となったまちづ

くりを推進する、 

「ひと、自然、産業

が融和した 

 市民協働のまち

“おおだて”」 

1. 生涯にわたり、多様な教育が受けられる教育文

化都市 

2. 農林業の経営基盤が充実し、自立した農林業都

市 

3. 保健・医療・福祉の充実により、多様なニーズ

に応える総合福祉都市 

4. 新しい産業を核とし、雇用の確保と市民所得の

増大を図る活力ある産業都市 

5. 環境に配慮した、美しく住みよい環境都市 
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 将来像 方向性 

比内町 【テーマ】 

～ひとに活力 ま

ちに魅力 未来へ

はばたく比内21～ 

第 1 節 健やかに安心して暮らせるまちづくり 

第 2節 自然と調和した潤いのあるまちづくり 

第 3節 活力とにぎわいのあるまちづくり 

第 4節 ふるさとの未来を支えるひとづくり 

第 5節 土地の有効利用による快適なまちづくり

第 6節 参加と協働によるまちづくり 

田代町 【基本理念】 

自然と時と人が交

流する町“たしろ” 

①健康で心のふれあう福祉社会の実現 

②活力に満ちたたくましい産業の振興 

③安らぎとうるおいのある生活環境の整備 

④創造性と思いやりを育む人づくりの推進 

小坂町 【まちづくりのテ

ーマ】 

エコ・ライフ 

やすらぎのステー

ジ 

「誇れる・強い・や

さしいまち」 

◆かけがえのない宝物・地域資源を大切にし、環

境にやさしい循環型社会(サスティナブル・コミュ

ニティ)が形づくられるまち 

◆地域への思いと希望を抱き、未来に向かって

人々が挑戦するまち 

◆四季折々の魅力が感じられ、豊かな自然にかこ

まれたやすらぎのまち 

◆地域全体が輝き、生きがい・やりがい・働きが

いを実感できるまち 

◆町民のみんなが元気で、健やかに生活できるま

ち 
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（2）都市基盤 

4市町が進める都市基盤についての取り組みの共通点は次のとおりです。 

【土地利用】適正な土地利用計画の策定と有効な土地利用を推進（4市町） 

【情報通信】高度情報通信システムの整備（大館市・比内町・小坂町） 

【道路】高速交通体系の整備、生活道路の整備（大館市・比内町・小坂町） 

一方、独自の施策としては以下のことが挙げられます。 

【土地利用】魅力ある市街地形成（大館市） 

【道路】公共交通機関の利用促進、利便性の向上（大館市） 

【河川の整備】河川の計画的整備（大館市） 

4市町の都市基盤整備への考え方は、土地利用・情報通信・道路などにおい

て基本的に同じ方向性であると言えます。その一方で、大館市では市街地形

成や公共交通機関の整備など、都市部としての基盤整備も指向されています。 

 

（総合計画） 

大館市 

施策の大綱 第 5節 

環境に配慮した、美し

く住みよい環境都市 

①市街地整備の促進 

米代川流域の中心都市として、魅力ある市

街地形成を目指し、JR 大館駅前の整備拡充や

土地区画整理事業、中心市街地の活性化など

を促進します。また、本市国土利用計画に基

づき適正な土地利用を促進します。 

③道路・河川・情報通信の整備 

日本海沿岸東北自動車道などの建設や生活

道路の整備を促進します。また、公共交通機

関の利用促進、利便性の向上に努めます。河

川については、計画的な整備を促進します。

一方、高度な情報技術を生かした情報通信ネ

ットワークの整備を促進します。 
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比内町 

まちづくりの目標  

第 5 節 

土地の有効利用による

快適なまちづくり 

まちづくりの目標 第

2節 

自然と調和した潤いの

あるまちづくり 

 

①土地の有効利用 

国並びに県の土地利用計画と整合性を図り

ながら、町民の土地利用に対する提案を汲み

取った土地の利用計画の策定を進めます。 

②道路環境の整備 

周辺の高速交通体系が整備されつつある

中、交通量の増大に対応できない未改良区間

や歩道未設置区間の解消に努めるとともに、

生活に密着した生活道路についても整備を推

進していきます。 

③情報化の推進 

高度情報化時代を迎えている今、情報関連

技術の急速な発展と普及は、地方にとって大

きなハンディであった時間距離を解消すると

ともに、暮らしの質を高め、豊かにするもの

と期待されており、積極的に情報化を推進し

ます。 

田代町 

施策の大綱 第 3章 

安らぎとうるおいのあ

る生活環境の整備 

① 快適な住環境の整備 

快適で住みやすい暮らしの実現のため、居住

環境の整備充実を図ります。このため、日常生

活を支える町道の整備、歩行者や自転車に配慮

した道路の整備に努めます。 

②環境にやさしいまちづくり 

生活と産業活動の基礎としての土地の有効

利用を図るため、国・県の土地利用計画との整

合性に留意しながら、自然環境の保全と土地の

高度利用とが調和した土地利用計画の策定・実

施に努めます。 

小坂町 

分野別基本目標  

第 2 節 

強い小坂を作ろう 

①たくましい地域基盤をつくろう 

 活気あふれる産業が育っていくためには、

町民の生活と産業を支えていく、たくましい

基盤が必要となってきます。 

 高速交通体系化、高度情報通信システムの

整備、しっかりとした土地利用計画などが、

活気あれふる産業の基盤となるものです。 
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（3）生活環境 

4市町が進める生活環境についての取り組みの共通点は次のとおりです。 

【上下水道】上水道の整備、公共下水道をはじめとする下水道関連施設の

整備（4市町） 

【環境衛生】ごみ・し尿処理などの広域処理施設の整備・更新（大館市・

比内町・田代町）、ごみのリサイクル・適正処理（4市町） 

【防災・防犯・救急】防災・防犯・救急対策の充実強化（大館市・比内町・

小坂町） 

【交通安全】交通安全施設の整備、道路のバリアフリー化（大館市・比内

町・小坂町） 

【住宅】魅力的な住宅施設の整備（田代町・小坂町） 

 

一方、独自の施策としては以下のことが挙げられます。 

【防災・防犯・救急】災害ボランティア組織の育成（大館市） 

 

4市町の生活環境への考え方は、下水道の整備、ごみの処理、安全な環境の

整備という点で共通していると言えます。また、人口の定着を図るという面

から、大館市では公営住宅の整備充実、田代町・小坂町では住宅の整備とい

う方向性を考えています。 
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（総合計画） 

大館市 

施策の大綱 第 5節 

環境に配慮した、 

美しく住みよい環境

都市 

①住環境の整備（公営住宅・上下水道整備） 

生活水準向上に伴う住環境ニーズに対応し

た、公営住宅の整備を促進します。また、公園

などの整備拡充を通して街の緑化を推進しま

す。上水道については、給水区域の拡大などに

より水需要の増大が見込まれることから、安定

した水資源の確保やライフラインとしての機能

強化に努めます。下水道については、公共用水

域の水質保全のため認可計画区域の早期整備を

促進します。 

②地球環境の保全・リサイクルの促進（ごみ処

理） 

地球にやさしい環境の保全に努め、ごみの分

別収集の徹底など市民、企業等の協力を得なが

ら環境負荷の軽減に努めます。また、生ごみの

リサイクルやリサイクルプラザの整備を進めな

がら循環型社会の確立を目指します。 

③地域防災・安全の充実 

市民の生命と財産を守り、より安全な生活を

確保するため、防火・防災・防犯対策の充実強

化を図るとともに、災害に即応した情報ネット

ワーク化や災害ボランティア組織の育成を図り

ます。また、市民の救命率向上のため、救急・

救助体制の充実を図ります。一方、交通環境が

大きく変化している中、高齢者や児童、障害者

など交通弱者の安全に配慮した歩道のバリアフ

リー化や交通安全施設の整備を図ります。 
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比内町 

まちづくりの目標

第 2節 

自然と調和した潤い

のあるまちづくり 

①生活排水処理施設の整備 

水道未普及集落の解消、公共下水道をはじめ

とする生活排水処理施設の整備を最重要課題と

して取り組みます。 

②防犯・防災 

 生活の都市化や高齢化に伴い、安全に暮らせ

る地域社会をつくることがさらに重要となって

きており、防災や交通安全、防犯などの対策の

充実とともに、町民の安全意識の高揚も図って

いきます。 

③環境の保全・リサイクル 

また、環境問題への意識が高まってきており、

排出量の抑制やリサイクルの推進、ごみの適正

処理や不法投棄の防止など地球環境保全への積

極的な取り組みを行い、本町の豊かな自然を保

全しつつ発展していくことを常に考えていかな

ければなりません。 

田代町 

施策の大綱 第 3章 

安らぎとうるおいの

ある生活環境の整備 

 

 

① 快適な居住環境の整備 

衛生的な環境をつくるため、安全な水を安定

供給する水道、生活排水等を処理するための下

水道関連施設の整備を図ります。 

また、若者が住みたいと思う魅力的な住宅施

設を整備するとともに、定住人口を増やすため、

宅地の造成分譲を図ります 

②環境にやさしいまちづくり 

ごみ・し尿の効率的な収集と安全で衛生的な

処理を進めるため、広域処理施設の整備更新を

図ります。ごみの減量化、資源節約のため、リ

サイクルの普及・実施を図ります。 

 また、環境に配慮したまちづくりを進めるた

め、公害等防止、環境保全等に対する意識の啓

発、推進体制の整備に努めます。 

小坂町 

分野別基本目標  

第 3 節 

やさしい小坂をつく

ろう 

①清らかでくらしやすい居住環境をつくろう 

毎日の暮らしの快適性を高めてゆくために、

質の高い居住環境づくりを進めていきます。そ

して、下水道の整備を進め、除排雪の適正な処

理を行っていきます。生ゴミや農畜産物の残さ

などの有効活用、住みごこちのよい住宅の供給

に努めます。 

 公害のない、不慮の災害や事故のない安心し

た暮らしのできる、交通安全対策や消防救急体

制を整備します。 
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（4）保健・医療・福祉環境 

4市町が進める保健・医療・福祉環境についての取り組みの共通点は次のと

おりです。 

【保健・医療】総合的な保健サービスの充実、地域医療体制の充実（4市町） 

【高齢者福祉】在宅福祉サービス・介護保険サービスの充実、社会参加の

場・機会創出（4市町） 

【障害者福祉】各種援護事業の強化（大館市・田代町） 

【少子化対策】仕事と育児を両立するための多様なサービス提供（４市町） 

【児童福祉】児童福祉施設の整備（田代町・小坂町） 

 

一方、独自の施策としては以下のことが挙げられます。 

【地域福祉】住民に身近な福祉保健サービス機関として、保健福祉総合セ

ンターの条件整備の推進（比内町） 

【障害者福祉】生活環境のバリアフリー化（田代町） 

医療の充実（比内町） 

 

4市町の保健・医療・福祉環境への考え方は、住民に対する総合的な保健・

医療について、基本的に同じ方向性であると言えます。また、4市町とも少子

高齢化が進んでいる状況下において、少子化対策、高齢者への支援に多くの

一致が見られます。 
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（総合計画） 

大館市 

施策の大綱 第 3

節 

保健・医療・福祉

の充実により、多

様なニーズに応え

る総合福祉都市 

①保健・医療の充実（保健・医療） 

 生涯を通して心身ともに健康で暮らせるよう疾

病予防、健康診査、健康相談等総合的な保健サー

ビスの充実に努めます。また、中核病院である市

立総合病院の施設整備、医療体制の充実に努めま

す。 

②福祉の充実（地域福祉・障害者・低所得者） 

 市民がその能力を生かして、社会活動に参加で

き、かつ、生きがいを持って生活できるような社

会づくりに努めます。また、障害者・低所得者に

対する支援と自立の促進を図ります。さらに、福

祉ボランティア活動を促進し、社会福祉団体と連

携した地域福祉活動を推進します。 

③高齢社会の充実（高齢者福祉） 

 高齢者が心身ともに健康で、生きがいを持って

生活できるよう、自発的に参加できる学習機会の

拡大と、各種地域活動への積極的な参加を促進し

ます。また、在宅福祉の充実と居住環境や福祉施

設のバリアフリー化に努めます。 

④少子化社会・子育て支援の充実（少子化対策）

 少子化が進む中、就業形態の変化に伴い多様化

する保育需要に対応し、働く人にやさしい保育・

相談体制の整備充実に努めます。また、子育てに

おける男性の積極的な参加を促進します。 

比内町 

 

まちづくりの目標 

第 1節 

健やかに安心して

暮らせるまちづく

り 

① 保健全般 

健康づくりについては、痴呆や寝たきりになら

ない状態で生活できる期間（健康寿命）の延伸を

図ることが重点的な目標となります。そのために

は、各種健診、健康相談、健康教育を通じ、町民

一人ひとりが健康の大切さを自覚し、自らの健康

づくりを実践していけるよう支援していきます。

②少子化対策 

核家族化や女性の社会進出の拡大など、子育て

の環境は大きく変化しており、地域社会での子育

て支援の体制整備や子育てに伴う経済的・精神的
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比内町 

 負担感の軽減を図るほか、育児と仕事を両立させ

るための多様な保育サービスを提供し、さらに育

児休業制度の充実・再雇用制度の促進、労働時間

の弾力化などの職場環境づくりを推進します。 

③高齢者福祉・介護サービス 

高齢化が急速に進む中で、寝たきり老人・ひと

り暮らし老人が増加し、家庭内での介護力も低下

することが予想されます。この対応として、介護

保険制度と連携を図り、各種サービスの量的な拡

大の推進と、多様化する要望に応えるサービス内

容の充実を図ります。 

④障害者福祉 

障害者の社会参加促進のため、移動サービスの

拡大と充実、障害者雇用の促進、段差解消等障害

者に配慮した施設整備、小規模作業所等の通所施

設の設置に取り組みます。また、デイサービス事

業など在宅福祉の充実・強化を図るとともに、障

害者個々のニーズに応じたサービスを提供するた

めに、関連機関のネットワーク化を図ります。 

⑤地域福祉 

健やかに安心して暮らせるまちづくりのため、

保健、福祉、医療の連携により地域保健サービス・

地域の社会福祉の拠点として福祉保健総合センタ

ーが果たす役割は重要であり、住民がより身近な

福祉保健サービス機関として利用しやすいような

条件整備を進めます。 

田代町 

施策の大綱  

第 1 章 

健康で心のふれあ

う福祉社会の実現 

①みんなが大事にされる福祉づくり（高齢者福

祉・介護サービス・少子化対策・障害者福祉） 

 安心して子供を生み育てることができるよう、

家庭、地域、行政が一体となり、子育てに関する

相談、支援体制の強化、多機能保育施設の整備、

児童福祉施設の整備などを図ります。 

 高齢者が住み慣れた地域や家庭で心安らかに暮

らせるよう、介護保険制度の利用と合わせて、町

の実態に応じた在宅福祉サービス、老人保健サー

ビス、施設サービスの充実を図ります。 

 また、高齢者の生きがいづくりと知識・経験の

社会還元のため、積極的な社会参加の場と機会の

創出を図ります。 

 障害をもつ人々が安心して生活できるよう、各

種援護事業の強化、生活環境のバリアフリー化な

どに努めます。 

 母子・父子家庭の生活を支援するため、相談・

援護体制を充実させ社会的自立の促進を図りま
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す。 

②生涯にわたる健康づくり（健康づくり・地域医

療） 

 乳幼児から高齢者にわたる人生のそれぞれの段

階に応じた健康づくりを進めるため、疾病予防、

早期発見・早期治療のための各種検診の実施など

総合的な健康管理体制の充実と町民の保健意識の

高揚、自主的な活動の援助・促進を図ります。 

 また町立診療所、町内外の各医療機関、関係団

体と連携し、町民の医療ニーズに即応できる医療

体制づくりを図ります。 

小坂町 

分野別基本目標 

第 3節 

やさしい小坂をつ

くろう 

①夢と希望と生きがいのあるまちにしよう（保健

全般・地域医療・高齢者福祉・介護サービス・児

童福祉・地域福祉） 

 小坂町民一人ひとりの健康を支える保健医療体

制を充実し、「町高齢者保健福祉計画」に基づいた

総合健康福祉対策を推進していきます。介護保険

法に対応した、在宅福祉と社会福祉施設を充実さ

せ、高齢者が生きがいを持ち、安心して老後を送

れる基盤づくりを行っていきます。 

 また、次代の小坂町を担っていく児童・生徒が

夢と希望を持ち、すこやかに成長していく土台づ

くりに努めていきます。 

 さらには、温かい心の通い合う近隣社会を目指

して、福祉ネットワークづくりを進め、町民のボ

ランティア活動を促進していきます。 
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（5）教育・文化 

4市町が進める教育・文化事業についての取り組みの共通点は次のとおりで

す。 

【学校教育】基礎学力の向上を目指した教育の推進（４市町） 

【生涯学習】学習の機会・情報・内容の充実、指導者の養成（4市町） 

【芸術・文化】芸術文化に親しむ機会や創作活動の充実、文化財の収集・

整理・保存（4市町） 

【スポーツ・レクリエーション】施設・環境の整備、指導者の育成（大館

市・田代町・小坂町） 

 

一方、独自の施策としては以下のことが挙げられます。 

【学校教育】各種体験学習の充実、語学学習・国際交流機会の拡充（比内

町） 

【コミュニティ活動の促進】ボランティア活動をはじめとする市民活動の

支援（大館市） 

【地域イメージの確立】鉱山が持つ歴史・産業・文化面での遺産を活用し

た「エコ・ミュージアム構想」の実現（小坂町） 

 

生涯学習、芸術・文化、スポーツ・レクリエーションに関しては基本的に

同じ方向性を持つと言えます。これらの分野は、特に地域のアイデンティテ

ィ、一体感をどう保つかということに関して重要な要素になると言えます。 

一方、学校教育については、基本的には同じ方向性であると言えますが、

地域特性が反映された教育がそれぞれ行われていると言えます。今後合併し

た場合、各地区との連携を保ちつつ、地域全体の教育環境の向上への取り組

みが必要となります。 
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（総合計画） 

大館市 

施策の大綱 第 1節 

生涯にわたり、多様な

教育が受けられる教育

文化都市 

①学校教育・高等教育機関の充実 

 心身の発達と豊かな人間性を培う幼児教

育、豊かな人間性とたくましい実践力を育む

学校教育の充実を目指し、施設と環境の整備

に努めます。また、基礎学力の向上を目指し

た教育を実践します。一方、地域に開かれた

高等教育機関の充実を支援します。 

②生涯学習の推進 

 多様化、高度化する市民の学習ニーズに応

えるために、学習施設の整備と学習活動の支

援、学習内容の充実に努めます。また、青少

年の健全育成や地域活動の促進、男女共同参

画社会の実現に向けた市民意識の醸成に努

めます。 

③芸術・文化の振興 

 多くの市民が優れた芸術に親しみ、あるい

は創作活動に参加するために、施設の整備充

実をはじめとした環境づくりを推進します。

また、文化財を保護・保存、継承していくと

ともに、積極的に公開し、市民の日常的な学

習機会の提供に努めます。 

④スポーツ・レクリエーションの振興 

 市民が生涯を通じてスポーツ・レクリエー

ションに親しみ、豊かで活力に満ちた健康な

生活ができるよう、あらゆる機会を通してス

ポーツ・レクリエーション活動の普及に努め

ます。また、施設、環境を整備するとともに、

スポーツ・レクリエーション団体や指導者を

育成し競技力の向上を図ります。 

⑤コミュニティ活動の促進 

 市民相互の理解を深めるコミュニティ活

動やより多くの市民が参加する多様なボラ

ンティア活動を促進するとともに、これらが

連携した市民活動を支援します。また、活動

の拠点となる施設の整備を推進します。 

⑥国内外交流の促進 

 市民の国際理解を促進するため、自発的な

交流活動や民間交流団体の活動など多様な

国際交流活動を支援します。また、教育、文

化、産業、経済など各分野での活発な地域間

交流、都市間交流を促進します。 
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比内町 

まちづくりの目標 第

4節 

ふるさとの未来を支え

るひとづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 幼児教育 

核家族化や女性の社会進出、少子化進行の

中で、親子が一緒に活動できる場の提供を図

るとともに、子育てに対する支援強化を図っ

ていきます。 

② 小・中学校教育 

児童生徒の自然体験・社会体験・生活体験

の機会を充実し、各学校の創意を生かしつ

つ、自主性の重視や内面に根ざした道徳性を

養い、基本的な生活習慣や人間関係の育成に

努めるとともに、国際化の時代にふさわしい

教育の充実を図るため、語学学習や国際交流

の機会の拡充に努めます。 

 さらには、心身に障害を持つ児童生徒に対

し、個々に適切な指導が行われるよう、相談

機会の充実を図ります。 

③ 社会教育 

町民の学習意欲に応えるため、多様な学習

機会と情報の提供に努めるとともに、活動の

拠点となる社会教育及び体育施設の整備に

努めていかなければなりません。また、指導

者やリーダーの発掘と養成を図ることも重

要な課題です。 

④ 芸術文化の振興 

町民の生活は、精神的な豊かさやゆとりを

求め、楽しく生きがいのある人生を送りたい

と望むようになってきております。このた

め、町民が芸術文化に親しみ、創造的活動を

行うことができる環境の充実やその支援に

努めます。 

⑤ 文化財の保存・収集 

文化財については、文化財の収集・整理・

保存を進め、町民の文化財に対する理解を深

め、併せて収蔵施設の整備を推進します。 
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田代町 

施策の大綱 第 4章 

創造性と思いやりを育

む人づくりの推進 

①次代を担う人づくり 

 子どもたちの心身の健全な発達を促し、

「生きる力」の育成を基本とした思いやりの

ある豊かな人間性を育むことに努めます。 

 そして、子どもたちの夢が未来に広がるよ

う、学校と家庭さらに地域が相互の連携を強

化し、情報化などの社会の変化に対応しなが

ら、児童生徒の個性に応じた教育内容の充実

と教育環境整備を図ります。 

②地域に根ざした生涯学習の推進 

 町民の多様なニーズに応え、生涯を通じて

学習できるよう、地域に根ざした学習をはじ

め、多様な学習機会の充実に努めるととも

に、学習情報の提供、学習施設の充実などを

図ります。青少年が、社会に関心を持ち積極

的な人生を歩めるよう、青少年の健全育成を

図ります。 

 また、心豊かで創造力あふれる人材を育成

するための事業の実施・支援、広い視野を持

ち国際化に対応できる人づくりのため、国内

外交流の推進に努めます。 

③芸術文化の創造 

 町民の自主的な芸術文化活動を促進し、個

性豊かな地域文化を創造するため、すぐれた

芸術文化の鑑賞機会の充実、創造的な活動機

会の充実、芸術文化団体の支援・育成などを

図ります。 

 また、先人が築いた文化や歴史伝統を後世

に継承するため、文化財や歴史、民族考古な

どの資料の収集・保存、刊行、展示施設の整

備に努めます。 

④スポーツ・レクリエーションの振興 

 心身の健康の保持・増進や体力向上、心身

のリフレッシュ、余暇活動に対するニーズに

応え、町民がスポーツ・レクリエーションを

気軽に楽しむことのできる機会の提供、活動

団体の育成強化、指導者育成、施設整備を図

ります。また、各種大会の招致・開催の定着

化に努めます。 
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小坂町 

分野別基本目標 第 1

節 

誇れる小坂をつくろう

①魅力ある地域イメージをつくろう 

 小坂町は鉱業を産業の核にすえ地域づく

りを行ってきました。今後はこれまでの努力

の成果の上に立って、有機農業、産業構造の

高度化、美しい景観づくり、環境に配慮した

循環型社会（サスティナブル・コミュニティ）

づくりを行い、地域イメージを高めていきま

す。 

 魅力ある地域イメージづくりとして、これ

までの実績をふまえ鉱山にこだわった、つま

り、鉱山の持つ歴史・産業・文化面での多様

な遺産を活用した「エコ・ミュージアム構想」

を実現させます。 

②夢を持たせる教育と文化都市を目指そう 

 一人ひとりが町に誇りを持ち、若者がこの

町で暮らすことを選択する町にしていくた

めには、この町ですこやかに生まれ育ってい

くような、心に残るまちづくりでなければな

りません。 

 男女をとわず、子供から高齢者まで、だれ

もがいくつになっても楽しみながら自分の

能力を伸ばしうる社会、夢を持たせる教育、

文化の営まれるまちづくりが理想です。この

理想に一歩でも二歩でも近づいていくよう

に努力します。また、ふるさとへの思いを醸

成し、地域の文化を発掘・育成して、香り高

い地方の文化都市を目指していきます。さら

には、雪国らしい冬のスポーツ活動などをよ

り一層高め、地域イメージの形成に努めま

す。 
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（6）産業振興 

4市町が進める産業振興についての取り組みの共通点は次のとおりです。 

【農業】水稲を中心とした複合経営の推進、地域生産物の特産品化・特産

物の販路拡大、農業の担い手確保（４市町） 

【林業】特産林産物の生産推進、水源涵養等の公益的機能の充実（４市町） 

【工業】地域資源を活用した産業の創出、企業誘致推進、秋田県北部エコ・

タウン計画との連携（4市町） 

【雇用・就労】新規企業設立・立地等による雇用の拡大、Ａターン就職促

進（大館市・比内町・田代町） 

一方、独自の施策としては以下のことが挙げられます。 

【農業】自然体験活動を取り入れた農業観光の展開（小坂町） 

【商業】中心市街地活性化（大館市） 

    消費の町外流出に対応する地元商店街の活性化（比内町・田代町） 

【観光】広域連携による観光の推進、地場産品のＰＲ（大館市） 

グリーンツーリズム等の自然環境を中心とした観光の推進（田代

町） 

十和田湖と歴史的遺産を活用した観光振興とルートの充実（小坂 

町） 

 

農林業、工業については、4市町は基本的に同じ方向性をもつと言えます。

また、就職を機会とした労働力の流出という状況も共通していることから、

雇用・就労についても方向性は基本的に一致しています。 

一方、商業については、大館市という都市部と比内町・田代町・小坂町と

いう農村部の地域特性が反映された状況となっています。今後合併した場合、

現在の特性を生かしつつ、地域全体での産業の活性化への取り組みが必要と

なります。 
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（総合計画） 

大館市 

施策の大綱 第 2

節 

農林業の経営基盤

が充実し、自立し

た農林業都市 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の大綱 第 4

節 

新しい産業を核と

し、雇用の確保と

市民所得の増大を

図る活力ある産業

都市 

 

①農業の振興 

 農業・農村を取り巻く環境が著しく変化してき

ていることから、農業の担い手確保や農業経営の

法人化、生産基盤の整備を促進します。また、地

域生産物の特産品化を図ります。一方、農村の福

祉向上に向けた生活環境の整備を促進します。 

②林業の振興 

 林業振興のために、造林・保育や林道整備を進

めながら、森林があわせ持つ水源涵養など公益的

機能の充実を図ります。また、秋田杉の需要拡大

のための乾燥秋田杉のブランド化を計ります。さ

らに、林業団体と連携し、林業後継者の確保、意

欲のある若手林業技術者の育成に努めます。 

③エコ・タウン・産業の振興 

 長年の基幹産業であった非鉄金属鉱業（黒鉱）

により培われた国内トップレベルの鉱山関連技術

や鉱業関連基盤を生かし、環境に配慮した循環型

産業による地域の活性化を図ります。また、工業

団地への企業立地を推進するとともに、多様な地

場産業の振興や地元企業の育成、ベンチャー企業

の創業を支援します。 

④中心市街地活性化事業・商業の振興 

 「来てみたい街、歩きたい街、住んでみたい街」

をキャッチフレーズに、中心市街地活性化事業を

促進します。また、都市機能の高次化を進め、ま

ちのバリアフリー化、商店街の組織化支援など商

業環境の整備に努めます。 

⑤雇用・就労の促進 

 既存企業の新たな事業展開や新規企業の設立、

魅力ある企業の立地等による雇用の拡大に努めま

す。また、働く意欲のある市民の就労機会が得ら

れるよう職業能力開発を促進します。一方、就労

者福祉の向上を図るなど労働環境の整備に努めま

す。 

⑥観光・物産の振興 

 観光ニーズの多様化に対応したイベントの充実

や、高速交通体系を生かした広域観光ルートの設

定と広域連携による観光キャンペーンを促進しま

す。また、参加型観光イベントや首都圏をはじめ

とする全国イベントへの物産出展などにより、地

場産品の PR に努め、販路の拡大を図ります。 
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比内町 

まちづくりの目標 

第 3節 

活力とにぎわいの

あるまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

①農業の振興 

本町の農業は、厳しい農業情勢を反映して、従

事者の高齢化・減少、後継者不足などにより、農

業生産力は低下してきていますが、長い歴史に培

われた高い栽培技術を誇る稲作は、単位当たり収

量とも全国トップレベルにあります。また、近年

は、収益性の高い野菜や花き等に取り組む者も増

えてきています。今後は、稲作の高い生産力を維

持しつつ、野菜、花き等との複合経営を更に推進

し、作物のバランスがとれた発展性の高い農業の

確立に努めていきます。 

また、環境保全に対する消費者の関心が高まっ

ている中、安全で良質な農産物の供給に努めます。

 比内地鶏、とんぶり、しいたけなど本町が誇る

特産物については、品質の保持を図りながら販路

拡大・宣伝活動を引き続き実施します。 

さらに、農業従事者の減少及び高齢化に対応す

るため、認定農業者をはじめ、生産組織、農業法

人などの担い手への農地の利用集積を促進すると

ともに、生産基盤整備による良好な生産環境と、

農村集落の生活環境の整備を推進します。 

②林業の振興 

木材生産機能と水源かん養、自然環境の保全な

ど森林のもつ公益的機能の調和を図りつつ、優良

材産地形成のため、林道、作業道等の基盤整備を

行います。 

③商業の振興 

商圏の広域化により、消費の町外流出を招いて

いる状況であり、消費者ニーズの多様化に対応し

た自立的で創意工夫に富んだ商業活動、商店街の

活性化のため、地域商店街と連携して取り組みま

す。 

④工業の振興 

高度情報化、環境重視といった時代の潮流に対

応するため、新産業・新事業の創出の促進と、高

付加価値型の商品開発を推進するための支援に努

めます。 

⑤雇用 

新卒者及びＡターン者の町内企業への就職及び

定住を促進するため、「比内町新卒者等就職支援

金条例」の周知と適正な運用を図ります。Ａター

ン登録者の情報を町内企業に提供し、地元雇用・

定住の促進を図ります。 
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⑥観光 

比内ベニヤマ自然パークを中心とした滞在型観

光の促進を図ります。また、道の駅の整備により、

プルミエ比内を拠点として、地域特産物や新鮮な

野菜等の販売を行うほか情報提供機能の強化に努

め、地域間交流の拡大を図ります。 

田代町 

施策の大綱 第 2

章 

活力に満ちたたく

ましい産業の振興 

①地域特性を生かした農林業の振興 

 水稲を中心とした複合経営を推進し、地域の特

性を生かした戦略作物の生産拡大を図るととも

に、生産コストの削減、合理化により価格競争に

勝ち抜くため、農地集団化・農作業受委託を促進

します。また、市場動向の的確な把握と、市場流

通体系の確立等を図ります。 

 林業経営の向上を確立するため、森林の適切な

管理と計画的な保育・造林事業を推進するととも

に、生産基盤の整備、特用林産物の生産を推進し

ます。 

 また、森林のもつ水源涵養などの公益的機能の

維持、森林資源の保全に努めます。 

②にぎわいと活力のある商工業の振興 

 商業を活性化させるためには、消費者の多様な

ニーズに応え、地元購買意欲を高めなければなり

ません。 

 このため、地域特性、交通等多方面から検討を

加えながら、商業者、関係団体等と協議の上、今

後の商店街づくり等の方向を見出すことに努めま

す。 

 就業機会の拡大と町民所得の向上につながる工

業の振興を図るため、高度技術産業の立地促進、

地域資源を活用した地場産業の育成等が必要で

す。 

 このため、工業団地整備による企業誘致の推進、

地域資源活用型産業の育成・強化、異業種間交流

の促進、起業家の育成・支援に努めます。 

 

③自然を生かした観光の振興 

 田代岳や山瀬ダム周辺等に自然を生かした憩い

の場、遊歩道などを整備し、あふれる自然の中で、

心身ともにリフレッシュしながら、田代ならでは

の自然の恵みを多くの人に楽しんでもらうため、

自然と調和した観光の振興を図ります。 

 また、各種イベントの継続発展に努めながら、

都市住民が滞在して農業や自然などを体験できる

グリーンツーリズム等の研究・実施の支援に努め



 56

ます。 

④雇用の確保と労働環境の整備 

 定住する若者を増やすため、就職を契機とする

新規卒業者の町外流出を防ぐとともに、Ａターン

就職を促進し、中高年男女の就職機会が得られる

に雇用の場の確保に努めます。 

 また、労働者が安心して働ける労働環境の整備

を図ります。 

小坂町 

分野別基本目標 

第 2節 

強い小坂をつくろ

う 

①活気あふれる産業を育てよう 

 小坂町に若い人が残り活躍できるように、地元

で働いて収入の道を得るような場づくりをつくっ

ていきたいものです。 

 そのためには、町内で不足している資本、技術、

販路等を持った企業誘致に努めることはもちろん

のことですが、現に地域に立地している産業の体

質強化に努めていかなければなりません。そして、

地域にある資源を見直し、有効にいかすため「新

しい産業おこし（起業）」や、町外から小坂町に来

て新しいビジネスを起こす受皿づくりに努めま

す。 

 特に 21 世紀はソフト化、サービス化といわれる

ニュー・ビジネスが増えることが予想されますの

で、こういう動きへの町としての対応も急がれま

す。ソフト化、サービス化は農業や製造分野の中

にもとり入れられますので、この分野での新しい

産業おこしを推進します。 
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（7）行財政運営とまちづくり 

4市町が進める行財政運営とまちづくりについての取り組みの共通点は、次

のとおりです。 

【住民参加と情報公開】行政情報の公開推進、行政への住民参加方法の検

討、住民女性の参画の促進（4市町） 

【行財政運営】健全な財政の維持、行政改革の推進（4市町） 

【広域行政】大館市周辺広域市町村圏組合によるごみ・し尿処理・消防・

救急活動・斎場などの共同運営、米代川流域地方拠点都市地

域整備事業によるまちづくり 

 

4市町は行財政運営とまちづくりに関しては、基本的に同じ方向性を持つと

言えます。 

適切な行財政運営、住民と行政との協働はこれからのまちづくりに必要不

可欠な要素となります。 
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（総合計画） 

大館
市 

構想推進のために ①市民参加と情報公開 

 市民が主体となったまちづくりを積極的に推進

していくために、行政情報の公開や様々なメディ

アを活用した情報交換・提供の場を充実させるな

ど、市民の声を行政に反映させる態勢づくりをよ

り一層推進します。 

 男女共同参画社会の形成を目指し、女性の視点、

感性をまちづくりに反映させながら、女性の参画

を促進していきます。 

②行財政運営 

 高齢社会、少子化、環境問題、高度情報化など

から生じる新たな施策を実施するとともに、地域

ニーズにあわせた課題について適宜、適切に対応

するため、市財政の健全性を維持していく必要が

あります。このため、本市行政改革大網に基づい

た組織機構の見直し、定員の適正化、民間委託の

拡大、事務事業評価の導入などにより行政コスト

の縮減に努めるとともに、事業効果や行政サービ

スの拡大を図りながら、簡素で効率的な行財政運

営を進めていきます。あわせて、多様な市民ニー

ズに対応するため庁舎機能の充実を図ります。 

 地方分権の進展に伴い、自己決定・自己責任の

原則を市民と共有しながら、行政の中で具体化し

ていくとともに、必要な財源の充実確保を国に要

請していきます。また、市民のニーズに即応した

政策形成能力、新たな時代の流れに対応できる職

務遂行能力を備えた人材の育成や分権時代にふさ

わしい組織体制の整備を推進します。 

③広域行政 

 ごみ処理施設などの主要な都市施設の効率的配

置や効果的利用を図り、活力に満ちた広域圏を形

成するため、米代川流域地方拠点都市地域基本計

画や大館周辺ふるさと市町村圏計画に基づいた防

災、環境衛生、介護保険、保健衛生などの施策を

推進します。また、地方分権によって新たに生じ

る事務事業の共同処理や行政需要の拡大が予想さ

れる中、効率的な財政運営に配慮しサービス水準

を確保するために、市町村合併も視野に入れた態

勢づくりを進めていきます。 
 さらに、観光振興、空港の利活用などを目指し
た各種協議会などへの積極的な参加、人事交流な
どを通して関係市町村とのネットワーク強化を図
っていきます。 
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比内

町 

まちづくりの目標 

第 6節 

参加と協働によるま

ちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 参加と協働によるまちづくり 

まちづくりの主役は町民一人ひとりであり、

「自ら行動する」という意識を醸成し、町政に参加

できるような体制整備を図っていかなければなり

ません。そのためには、町政の情報を町民に提供

するとともに、町民と直接話し合いのできる場を

積極的に提供していきます。 

 さらに、地方分権時代をむかえ、地域特性を踏

まえた個性的なまちづくりが求められておりま

す。その実現に向けて、コミュニティ組織、ボラ

ンティア、ＮＰＯ（民間非営利活動団体）、企業、

町など多様な主体が、互いに知恵を出し合い、力

を合わせていくことが何よりも大切です。そのた

めには、町民参加のあり方を、要望型から提案型

へ、さらには行政との協働型へと発展していくよ

う推進します。 

 また、本町を取り巻く厳しい行財政環境の中で、

多様化する行政需要に対応しつつ、住民サービス

の充実並びに地方分権の推進に留意し、引き続き

行政改革を強力に進めます。 

田代

町 

施策の大綱 第 5章 

計画推進体制の確立 

①効率的な行財政運営と町民参加の推進 

 社会情勢の変化に対応した合理的な組織体制の

整備、地方分権の積極的な受け入れ体制づくり、

事務の効率化・ＯＡ化、行政の情報化などを推進

するとともに、事業展開の裏付けとなる財源の確

保と効率的な運用、経費の節減、各種制度の活用

に努めます。 

 町民と行政の共同作業によるまちづくりを推進

するため、広報・広聴活動の充実、情報公開、女

性参画、地域活動の支援などに努めます。 

小坂

町 

分野別基本目標 第

3節 

やさしい小坂をつく

ろう 

①住民に支えられたまちにしよう 

 夢と希望と生きがいのあるまちづくりが実現す

るかどうかは、町民一人ひとりや企業、組織、団

体の活動と参加意識にかかっています。 

 まちづくりが実効性のあるものとなるには、行

政と町民の活動とが一体となって運営されていか

なければなりません。 

 財政事情がひっ迫する状況の中にあって、効率

的かつ効果的な財政運営をはかっていかなければ

なりませんし、すでにある施設を、行政と町民と

がお互いに知恵を出し合いながら利活用していく

ようにします。 
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第5章 人口推計 

（1）国 

国の総人口は、平成18年(2006年)をピークに、減少に転ずると予測されて

います。平成26年(2014年)には戦後生まれの人口規模の大きな世代が高齢期

に達し、国民の4人に1人が65歳以上となる超高齢社会を迎えると考えられて

います。 

 

【国の人口推計】（国立社会保障・人口問題研究所／平成 14 年 1 月中位推計） 
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（2）秋田県 

秋田県の総人口は、平成10年で約120万人であり、これまでのような自然減

の拡大や若い世代を中心とする県外転出が続けば、平成32年には100万人を割

ることも予想されますが、今後、子どもを産み育てやすい環境づくりや、若

者の県内定住の促進など少子化対策を推進し、出生率の回復や社会減の抑制

がなされれば、平成22年に約112万人、平成32年には約102万人と幾分穏やか

な減少となることが見込まれます。  

年齢別では、年少人口（0～14歳）や生産年齢人口（15～64歳）の割合が年々

低下し、老年人口（65歳以上）の割合は、平成32年には30.3％に上昇する見

通しです。 

 

【県の人口推計】（あきた21総合計画） 

97

112

119

93

111

60

80

100

120

140

昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年

減少抑制型 趨勢型

実績値（平成12年）

減少抑制型

趨勢型

減少抑制型

趨勢型

（万人）

 

 

年次 趨勢型（人） 減少抑制型（人） 

昭 和 5 0 年 1,232,000 1,232,000 

昭 和 5 5 年 1,257,000 1,257,000 

昭 和 6 0 年 1,254,000 1,254,000 

平 成 ２ 年 1,227,000 1,227,000 

平 成 ７ 年 1,214,000 1,214,000 

平 成 1 2 年 1,189,000 1,189,000 

平 成 1 7 年 1,155,000 1,158,000 

平 成 2 2 年 1,113,000 1,121,000 

平 成 2 7 年 1,060,000 1,076,000 

平 成 3 2 年 998,000 1,023,000 
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（3）本地域 

平成7年と12年の国勢調査（年齢別・性別人数）を基礎データとして推計す

ると、本地域の総人口は年々減少していくと予測されます。 

年代別で見ると、年少人口と生産年齢人口は減少が続き、平成42年には平

成7年と比べて6割程度となります。高齢者人口はしばらく増加した後、徐々

に減少していくと予測されますが、平成42年には平成7年の3割程度の増加と

なります。 

これはあくまでもこれまでの人口推移を基礎とした推計ですが、国の総人

口も減少に転じることを考え合わせた場合、人口の極端な増加を前提とした

将来像を描くことは難しい状況と考えられます。このような推計及び地域の

可能性を踏まえた上で、本地域の将来像を描くことが必要です。 

 

【人口推計】（コーホート要因法による推計） 

将 来 人 口 の 推 計

1 4 , 3 6 7 1 1 , 5 4 4 1 0 , 9 4 9 1 0 , 6 8 2 1 0 , 2 6 9 9 , 6 1 8 8 , 9 0 4

6 1 , 6 5 6

5 3 , 7 3 1 5 0 , 7 5 2
4 6 , 3 8 9 4 2 , 7 2 6 4 0 , 1 7 5 3 7 , 9 0 4

1 9 , 9 1 1

2 5 , 8 4 6
2 6 , 6 5 6

2 7 , 8 7 8
2 8 , 0 0 4

2 6 , 8 0 7
2 5 , 3 0 4

1 2 , 4 4 7

5 7 , 4 0 2

2 3 , 6 0 7

0

1 0 , 0 0 0

2 0 , 0 0 0

3 0 , 0 0 0

4 0 , 0 0 0

5 0 , 0 0 0

6 0 , 0 0 0

7 0 , 0 0 0

8 0 , 0 0 0

9 0 , 0 0 0

1 0 0 , 0 0 0

1 9 9 5 年 2 0 0 0 年 2 0 0 5 年 2 0 1 0 年 2 0 1 5 年 2 0 2 0 年 2 0 2 5 年 2 0 3 0 年

6 5 歳
以 上

1 5 ～
6 4 歳

0 ～ 1 4
歳

( 人 )

 
1995年

(平成7年)

2000年

(平成12年)

2005年

(平成17年)

2010年

(平成22年)

2015年

(平成27年)

2020年

(平成32年)

2025年

(平成37年)

2030年

(平成42年)

総数 95,934 93,456 91,121 88,357 84,949 80,999 76,600 72,112

年齢

0～14歳 14,367 12,447 11,544 10,949 10,682 10,269 9,618 8,904

構成比 15.0% 13.3% 12.7% 12.4% 12.6% 12.7% 12.6% 12.3%

15～64歳 61,656 57,402 53,731 50,752 46,389 42,726 40,175 37,904

構成比 64.3% 61.4% 59.0% 57.4% 54.6% 52.7% 52.4% 52.6%

65歳以上 19,911 23,607 25,846 26,656 27,878 28,004 26,807 25,304

構成比 20.8% 25.3% 28.4% 30.2% 32.8% 34.6% 35.0% 35.1%  
 

※推計方法（コーホート要因法）： 

人口推計方法はひとつではないが、コーホート要因法は国や都道府県が行う人口推計の多くで使用されている計

算方法。 

2つの年の人口を基準として、ある年齢集団（5歳ごとの人口＝コーホート）において、年が進むに従って起こりえ

る人口変動要因の仮定値（転出、転入、出生、死亡）をあてはめて将来人口を計算する。上記推計は、国勢調査（平

成7年、平成12年）を基準人口に、１市３町の出生率を基に算出した。ただし、開発動向による人口変動要因は盛り

込んでいない。 
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第6章 合併の意義 

第1節 市町村合併の一般的効果 

経済・社会の国際化、地域経済の低迷、少子化・高齢化・過疎化の進展、

生活範囲の広域化などが進む今日、地方自らが、これからの自治のあり方を

検討する時期に来ています。 

社会が持続的に発展していくためには、それぞれの地域に応じた主体的な

まちづくりを進めていく必要があり、地方自治体においても、厳しい財政状

況に対応するため、従来の組織及び機能の再構築（行財政改革）が求められ

ます。その究極の行財政改革が市町村合併です。一般的に言われる市町村合

併の効果は次のとおりです。 

 

◇合併の効果 

① 住民の利便性の向上 

行政区域の拡大によって、利用可能な行政窓口・保育所・福祉セン

ター・図書館・スポーツ施設などの公共的施設の利便性が高まるとと

もに、既存施設が広域的利用によって有効利用されます。 

 

② 行財政の効率化・安定化と財政基盤の強化 

事務の合理化・効率化によって行政費用が減少するとともに、三役、

議員、各種委員会の委員、審議会委員などの総数の減少・報酬等の抑

制により義務的経費が削減できます。さらに、合併によって財政規模

が大きくなり、財政基盤の安定化と強化が図れ、公共事業の実施、施

設の整備運営が広域的な視点から行えることから、従来よりも効率的

な投資が可能となります。 
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③ 行政サービスの高度化・多様化の推進 

総務、企画などの管理部門の効率化が図られ、事業実施を担当する

専門職の人材確保が進み、高度化、多様化する住民ニーズに対応した

専門的かつ高度なサービスの提供が可能になります。また、職員の政

策立案能力が向上します。 

 

④ 地域的視点に立ったまちづくりの効果的な実施 

広域的視点に立った主要な公共施設の整備や、地域の個性を活かし

た総合的なまちづくりによって、地域の魅力を高めることができます。

また、主要課題に対する施策の推進や大規模プロジェクトへの重点

投資が可能となり、戦略的な施策の展開によって、地域の特徴を活か

した地域全体の活性化が促進できます。 
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第2節 4市町における合併の意義 

市町村合併の一般的な効果を踏まえ、4市町の合併の意義をまとめます。 

（１）生活圏の広がりへの対応 

交通網や情報通信手段などの発達によって、住民の日常生活の範囲は住ん

でいる市町村の区域を越えて、ますます広がっています。都市計画や土地利

用などの総合的な施策や、多様化する住民ニーズに対応した事業についても、

生活圏に応じた一体的な取り組みが求められています。 

本地域においては、各市町の住民は、通勤や通学、買い物など日常生活の

面で既にひとつの生活圏と言え、合併によって、より広い見地から一体的な

行政施策を展開することで、更に各地域が緊密に結ばれ、施設の有効利用を

はじめ、より利便性が高く暮らしやすいまちづくりを、総合的・効果的に推

進することが可能となります。 

（２）人口減少、少子化・高齢化への対応 

本地域の将来的な人口推計では、非常に厳しい状況が予想されています。

中でも、生産年齢人口が、約30年後に3割程度減少が見込まれる影響は大きく、

地域の過疎化、住民税の減収、地域内消費の減少など、地域活動や地域経済

にとって活力低下の要因となります。また、年少人口の減少は、次代を担う

人材育成という点でまちづくりの根幹に関わること、さらに、高齢化率の上

昇は、福祉や医療面での行政課題を増大させることにつながります。 

少子化・高齢化が着実に進展する本地域の将来を考えると、定住促進によ

る人口減少の緩和とともに、少子化・高齢化に対応した施策が重要となりま

す。 

ひとつの生活圏を形成する本地域にとっては、職住近接の実現や利便性の

高いまちづくりを、各市町が独自にではなく一体的に取り組むことによって、

地域全体で少子化を食い止め、人口減少傾向の緩和につなげていくことが可

能となります。 
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（３）多種多様かつ高度な行政ニーズへの対応 

少子化・高齢化に伴う課題だけに限らず、国際化・高度情報化など市民生

活に直結する課題等、多種多様かつ高度な課題に対して、適切な行財政運営

が困難になっています。 

共通の課題を有する本地域では、合併によって、生活圏や産業圏など地域

構造に見合った行政圏域を再編し、今日的課題に対応するにふさわしい効率

的・専門的な組織・機構を構築することが可能となります。例えば、4つの行

政組織がひとつになることで、効率的な組織の構築や公共的団体の統合も考

えられ、意思決定のスピードアップや経費の縮減が図られます。また、職員

の政策立案能力や専門的知識の向上、重点分野への適切配置なども可能とな

ります。 

さらに、独自の施策を展開するためには行財政基盤の拡大強化が不可欠で

す。合併によって、財政の効率化・安定化と財政規模の拡大が進み、より主

体的で安定した行財政運営が可能となります。 

（４）地方分権への対応 

地方分権の推進により、地方自治体の自治能力の向上が一層強く求められ

ています。また、地域間競争の時代に突入している今日、地域イメージがよ

り重要となっています。 

本地域は、全国に知られる観光地、特産品、産業を有し、恵まれた自然環

境や歴史・文化など、個性的で魅力ある資源が多く存在します。また、大館

能代空港は、本地域を国際的な物流ネットワークに組み入れる可能性を秘め

ており、国際的な企業の進出や特産品の流通販路の拡大なども期待できます。 

ひとつの生活圏を形成する本地域にとっては、合併によって、市民や産業

組織と行政が一体となることで、このような多くの地域資源の効果的な連携

と有効利用が可能となり、独自の地域づくりにつなげることができます。 

また、北東北の中心都市としての存在感が上がり、地域イメージの向上、

企業進出、定住促進、国や県の重要プロジェクト誘致など、様々な効果が期

待できます。 

共通の将来像を志す4市町の合併の効果は、あらゆる分野に波及し、その結

果、自立した地域づくりを加速させ、将来にわたって持続的に発展するまち

づくりが可能となります。 
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第3節 合併に伴う懸念への対応 

市町村合併に伴う懸念への対応は、次のとおりです。 

 

◇合併に伴う懸念への対応 

① 行政サービスの低下や住民負担の増大 

合併によって、これまでの行政サービスが低下することや、住民負

担が増大することが懸念されています。 

現在のサービス水準を低下させずに、住民負担の軽減を図ることは

長期的なまちづくりにとって、マイナスの面がでてくる場合もありま

す。また、既存の組織体制を踏襲したままでの人員削減を中心とした

方法では、行政サービスの低下につながるおそれもあります。 

そのため、長期的な展望に立った財政運営、組織機構、人員配置な

どを通じて、適切な行政サービスの水準を新たに定める必要がありま

す。 

 

② 行政区域の拡大に伴う住民意向反映への不安 

合併すると面積や規模が拡大し、地域の声が行政に反映されにくく

なるのではないかと懸念されています。 

合併特例法では地域の意向が新しいまちづくりに反映できるよう、

合併前の町村単位ごとに「地域審議会」を設置することができます。

合併後でも、住民の意向がまちづくりに反映できる組織・仕組みを

考える必要があります。 
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③ 中心部と周辺部との格差が広がる 

中心部だけに人や社会資本が集中するのではないかという懸念があ

ります。面積が広大な場合には特に懸念されています。また、役場が

遠くなり、不便になることも不安になっています。 

各地域の生活基盤や施設の整備の格差については、合併前から関係

市町村で十分協議し、合併後の全市的な施設整備と行政サービスの水

準の視点から見直し、地域の状況に応じた解決策を計画的に実施する

ことが必要であります。 

また、庁舎は分庁舎方式なども可能であり、光ファイバー網などの

情報基盤整備により、距離的な問題を解消する必要もあります。 

 

④ 地域の独自性の希薄化 

合併によって、これまでの地域文化や地域活動など、地域の個性が

失われるのではないかと懸念されています。 

合併に際しては、各地域が自立したコミュニティとして独自性を持

ちつつ、全体として緊密に連携し合うようなまちづくりが必要です。

また、地域の伝統文化・行事の保存と継承によって、各地域の特性

を活かすことも必要と考えられます。 

 

⑤ 合併が最良の選択肢であるのかという懸念 

市町村合併が最も良い方法なのか懸念されています。 

合併以外にも、広域的な連携を進めていくことも考えられますが、

現行の組織・機能・財政では、限界が訪れるのは時間の問題と考えら

れます。 

地方分権の推進や多様な住民ニーズに対応するため、職員の意識改

革と資質の向上、事務の効率化などの行財政改革を迅速に実行するた

めには、市町村合併も一つの選択肢と考えます。 
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第7章 新市の将来像 

第1節 新しいまちづくりの基本理念 

基本理念とは、新市におけるまちづくりを進めるに当たって、基本とする

考え方です。4市町の合併によって新しく誕生する市のまちづくりの基本理念

は、次のとおりです。 

 

基本理念 

時の流れを意識し、自然の営みと心のつながりを大切

にする、地域の力を結集したまちづくり 

 

「時の流れ」とは、時代とともに揺れ動いた尊い歴史の上に現在があり、

これからも続く“時の流れ”を常に意識して、先人の営みを敬い、次に繋げ

るために、現在（いま）のまちづくりを考えていこうという理念を表します。 

「自然の営み」とは、天からの授かりものである自然環境は、私たちの最

も貴重な財産であることから、一人ひとりが自然に感謝し、自然の恩恵を生

かす知恵を後世に伝え残すために、自然との調和を基本としたまちづくりを

考えていこうという理念を表します。 

「心のつながり」とは、市民同士の交流と連携を図り、知恵を出し合い、

汗を流しながら、心の共有を実感できる一体感のあるまちづくりを、一緒に

考えていこうという理念を表します。 

「地域の力」とは、地域社会は、一人ひとりの生活の場であり、愛着の深

い郷土であることから、自分たちの手で、力を合わせて自分の大切な地域づ

くりを行い、その地域の集合体としてのまちづくりを考えていこうという理

念を表します。 

新市のまちづくりでは、この理念を胸に、市民一人ひとりが活躍するまち

を目指します。 
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第2節 新市の将来像 

将来像とは、まちづくりの基本理念に基づいた、「このようなまちを目指

す」という、まちづくりの方向性を示すものです。4市町の合併によって新し

く誕生する新市の将来像は、次のとおりです。 

 

将来像 

21世紀に飛翔する 環境先端都市 

～多彩な地域の魅力で創造し、自然環境と都市機能が融合した 

北東北の拠点都市～ 

十和田湖国立公園や世界遺産白神山系田代岳は、新市の代表的な観光地で

あり、一年を通して、四季折々の表情が見られます。こうした山紫水明と呼

べる自然環境のほかにも、秋田杉や比内地鶏をはじめ、数多くの地域資源が

存在します。また、蓄積された鉱山技術を活用した資源リサイクル産業は、

「環境の世紀」と呼ばれる21世紀に大きく花開こうとしています。 

北東北の中心に位置する新市の将来像は、「自然環境を大切に守り育てな

がら、国内外との交流と連携を促進する高速交通体系の拠点機能」「食の基

盤と時代をリードする産業振興による地域経済の発展」「心と生活の豊かさ

を両立する自然環境と高度な都市機能」が融合した、“北東北の拠点都市”

を目指します。 

そして、活発な地域コミュニティの共生による、多彩な魅力を放つまちを

創造すること、いわば、実がいっぱいつまった一粒一粒（旧町村単位の地域

コミュニティ）が集まり、おいしいぶどうの房（新市）になるような、新し

いまちづくりを進めます。 

鳥が羽を広げて大空を優雅に飛翔するような新市の姿は、私たちのまちづ

くりを象徴しています。それは、“北東北の拠点都市”と“地域共生のまち

づくり”による、市民一人ひとりが笑顔で暮らすことのできるまちとして、

21世紀に天高く飛翔する「環境先端都市」の姿を表しています。 
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第3節 土地利用方針 

豊かな自然環境の保全と地域発展との均衡を図る土地利用は、生活環境の

最も基礎となるものです。 

新市は、中心に大館盆地があり、取り囲むように森林・山地が広がってお

り、「都市と自然との融合・調和」の関係が強いことが特徴と言えます。こ

の地域特性を生かし、国・県の土地利用計画との整合性に留意しながら、自

然環境の保全を基本とする、新市の土地利用計画を策定し、市民生活の基礎

となる土地の有効利用を図ります。 

 

①機能拠点地域 

旧大館市の中心市街地は、新市の中心にあり、都市機能が集積していると

いう特性を生かし、魅力ある市街地の形成、ＪＲ大館駅前の整備拡充、中心

市街地の活性化などを促進し、高度な都市機能と各分野の拠点機能を備えた、

中心地域としての発展を目指します。 

 

②多自然居住地域 

中心地を取り囲む地域には、広大な農地が広がり潤いのある田園地帯が形

成され、幹線道路沿いには緑豊かな居住地が見られます。この特性を生かし、

農業振興と地域特産物の供給地域として、また、豊かな田園環境と居住空間

が調和した、多自然居住地域としての発展を目指します。 

 

③自然環境保全地域 

新市面積の8割以上を占める森林は、良質秋田杉の主産地であり、十和田湖

国立公園、田代岳県立自然公園などに代表される、豊かな自然環境を保って

います。この特性を生かし、林業振興の生産基盤、市民の森林浴や自然にふ

れあう体験型観光・レクリエーション地域として、森林地域の保全・整備を

進めます。 

また、森林資源は、地球温暖化防止や水源の涵養・治山に大きな役割を果

たしており、貴重な地域財産として、適切な保育管理と保全に努めます。 
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第8章 まちづくりの目標 

目標 1 経済基盤の確立を目指す 環境と調和した産業都

市 

私たちは、豊かな自然環境との調和に重点を置いて、地域資源を生かした

次代を拓く産業の活性化をまち全体で進めます。また、各産業の連携や新し

い生活関連産業の育成、新産業・新起業の創出などを図り、多様な産業によ

る力強い経済基盤を確立し、一人ひとりの豊かな暮らしを支えていきます。 

①資源リサイクル産業 

日本有数の鉱山関連技術と鉱業関連基盤を活用し、「県北部エコ・タウン

計画」に基づく、土壌の回復や廃棄物の再資源化・再利用を図るため、資源

リサイクル産業との連携を強化するとともに、金属鉱業事業団技術研究所や

秋田県資源技術開発機構などの研究機関と連携した人材育成を図り、日本の

資源リサイクルに関する研究・教育・産業拠点（環境版シリコンバレー※）

の形成を目指します。 

※シリコンバレー：アメリカ・カリフォルニア州シリコンバレーに、半導体メーカーが集積し、世

界の情報産業をリードしていることから、ここでは産業拠点地域の俗称として使用。 

②農業 

トレーサビリティシステム（生産・流通履歴開示）の導入促進やコンポス

ト堆肥の使用、バイオマス（※）の活用など、環境と調和した持続性の高い

循環型農業を積極的に取り入れ、地域との融合を大切に、生産者の顔の見え

る競争力の高い“安全・安心・おいしい”農畜産物の産地化を図ります。そ

のため、伝統的な食材を守り（スローフード）、消費動向の把握、農業基盤

の整備、環境を生かした戦略作物の生産拡大と地域にあった農作物の導入、

就業者の高齢化にも対応した複合経営体制の促進と担い手の育成、流通チャ

ンネル（経路）の多角化を進めます。また、コミュニティ単位に農家民宿（フ

ァームイン）、農家レストラン、農村直売店などの設置や地産地消の推進、

生産法人の育成を進めます。 
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※バイオマス：バイオマスとは、生物資源（bio）の量（mass）を表す概念で、「再生可能な、生

物由来の有機性資源で化石資源を除いたもの」。日本では、自然の恵みによりもたらされるバイオ

マスが豊富であり、また、家畜排せつ物、稲わら、林地残材等農林漁業から発生するバイオマスを

有効活用することにより、農林漁業の自然循環機能を維持増進し、その持続的な発展を図ることが

可能となる。 

③林業 

良質秋田杉の主産地であり、優れた伝統工芸を生み出している広大な森林

資源を守り育てるため、長期的展望に立った適切な管理と計画的な保育・造

林事業を推進するとともに、林道などの生産基盤の整備、特用林産物の生産、

林業団体と連携した若手林業技術者の育成、森林ボランティアによる植林・

育林作業体験などを推進します。また、秋田杉の需要拡大のために、集成材

活用による木材需要の掘り起こしや乾燥秋田杉の銘柄化を図ります。 

また、良質な民有林の育成のため、森林整備公社事業を推進します。 

④商工業・新産業 

周辺地域を含めた住民の消費動向を的確に把握した上で、都市機能の高次

化を進めた魅力ある中心市街地を形成するとともに、各地域において、地域

需要に応じた商品やサービス提供と、地域コミュニティなどと連携した複合

的機能を備えた商店街づくりを進めるなど、地域特性を生かす商業の振興を

図ります。 

また、北東北の高速交通拠点という立地を生かした健康・医療産業等の誘

致企業や地場産業の振興による雇用の創出を図るとともに、地域の資源を活

用したの新産業や新起業の創出を進めます。 

⑤観光 

高速交通拠点という好立地に加えて、自然環境（十和田湖国立公園や白神

山系田代岳など）、食文化（比内地鶏やきりたんぽなど）、産業文化（鉱山

事務所や秋田杉など）、レクリエーション環境（温泉や釣りなど）など、数

え上げたらきりがないほど豊富で個性的な観光資源を地域交通網（バス、私

鉄の客車化等）で連結させ「人を集める」観光戦略を展開します。そのため、

新市にふさわしい観光イベントの開催や広域観光ルートの拡大、観光拠点施

設の拡充、国内外へのＰＲ活動を進めます。 
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また、資源リサイクルに関連した国内外との交流、グリーンツーリズム（滞

在型農業体験）や森林ボランティア活動による都市住民との交流など、他の

産業とも連携し、交流による観光産業の活性化を図ります。 
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目標 2 自然と調和した潤いのある 環境都市 

私たちは、環境との調和なくして新市の発展はないものと考え、地球市民

としての環境意識とともに、十和田湖国立公園をはじめ、森林、河川、里山

などの自然環境を良好に保全していきます。また、家庭や地域においては、

環境に配慮した資源循環型の生活を実践し、一人ひとりが自覚を持って、先

人から受け継いだ豊かな自然環境を「郷土の誇り」として、将来にわたって

大切に守り育てます。 

 

①自然環境の保全と活用 

農林業の振興による農地や森林のもつ公益的機能の維持を図るとともに、

緑化推進、環境美化運動、景観の保全など、市民や地域を中心とした自然環

境保全を進めます。また、行政においても、道路、河川などの都市整備に係

る事業実施に関して、自然環境の保全と創出に努めます。 

自然環境の活用については、学校教育や生涯学習の機会に、自然環境を活

用した環境教育を推進するなど、市民の環境意識の醸成を図ります。 

また、比較的規模の大きい公園や緑地を「環境・レクリエーション活動拠

点」と位置づけて、スポーツ・レクリエーション活動を通じて、市民同士や

地域同士の交流機会を創出し、連帯感の醸成を図ります。 

さらに、自然資源や産業資源を活用した、新エネルギー（風力・バイオマ

スなど）の研究開発を進めます。 

②水資源の確保と安定供給 

快適な居住環境と安定した経済活動を支え、需要の増大に対応する水資源

の確保は、基本かつ重要な社会基盤です。貴重な水資源を長期に安定的に確

保するため、新たな水源となる砂子沢ダムの早期完成を進めるとともに、給

水区域の拡大と普及に向けた上水道施設の整備を推進します。 

また、まち全体で節水・漏水対策に取り組むとともに、公共施設において、

雨水などを再利用するシステムの導入を推進します。 
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③水質の保全 

生活水準の高度化に伴い生活雑排水が増加している今日、優れた自然環境

を保全するためには、環境教育や広報活動などを通じた市民の環境意識の醸

成とともに、河川や用排水路の水質汚染を防止する適切な処理基盤の整備が

不可欠です。そのため、公共下水道の計画的な整備ととともに、農業集落排

水の整備や合併処理浄化槽設置の普及促進など、地域の実情に合わせた排水

処理基盤整備を推進します。 

また、水質検査体制の強化による水質の維持及び向上とともに、し尿処理

施設における未利用エネルギーの活用や汚泥の堆肥化を進めます。 

④廃棄物対策 

単にごみを減らす意識ではなく、環境を守り次代に手渡す使命感を一人ひ

とりが持ち、環境負荷の軽減を進める循環型社会の形成に向けて、まち全体

で、発生抑制（リフューズ）、廃棄物の減量化（リデュース）、再利用（リ

ユース）、再生利用（リサイクル）の浸透を図ります。 

家庭や事業者からの有機物資源（生ごみ）の排出量を、限りなく“0”に近

づけるため、生ごみの堆肥化・地域内通貨の導入などの取り組みを推進しま

す。また、リサイクルプラザを整備し、資源の有効利用とリサイクルへの啓

発活動を推進します。 

⑤公害対策 

大気汚染や水質汚濁などの広域的公害について、測定調査の実施回数の増

加や監視体制の強化など、公害の発生源の特定と汚染の拡大防止に向けた監

視・指導体制の強化を一層進めます。 

また、事業者との公害防止協定の締結、地域や関係機関と連携した監視体

制の強化、水質汚濁の防止など、まち全体が一体となって環境保全活動を推

進します。 
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目標 3 健やかで生きがいのある生涯を支える 健康文

化都市 

私たちは、子どもから高齢者まで、生涯に通じて、楽しみながら自分の能

力を発揮できる社会、確かな教育環境、個性的な地域文化が集う、香り高い

文化都市の建設を目指します。 

そのために、安心して生活を送るために、万一の時に介護や医療などの心

配がなく、心が通いお互いを支えあう地域づくりに向けて、そして、よく遊

び、よく学び、よく働く、生涯を健やかに過ごすことのできる、ふるさとづ

くりに向けて、家庭や地域を中心に取り組みます。 

 

①保健・医療 

保健及び医療は、子どもの健やかな成長・発達から、高齢者の健康寿命の

延伸まで、一人ひとりの健康生活を支える重要な要件です。 

保健については、周産期から高齢期まで、一人ひとりの健康状態に応じた

保健事業と施設の充実を図り、生涯を通じた健康づくりを支援します。 

医療については、病院と診療所の連携を図り、地域格差のない医療体制の

整備を進めます。また、高度な医療への要望に対応するため、広域的な医療

体制の連携強化を図ります。 

救急医療体制については、医師会や消防署などとの協力体制を一層強化し、

休日・夜間・災害時における救急医療体制の充実を図ります。 

保健と医療が一体となり、心身の保健医療相談サービス体制の充実を図り

ながら、健康増進、疾病予防、疾病の早期発見・早期治療、リハビリテーシ

ョンに至る一貫した、質の高い地域保健医療が提供される体制の充実を図り

ます。 

②福祉 

市民一人ひとりの尊厳を尊重しながら、福祉の充実を図ります。 

子育て期については、多様化する保育需要に対応して、保育サービスや子

育て相談サポートの体制、医療費補助の充実など、子供を産み育てやすい環
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境づくりに努め、地域の協力による子育て支援を展開します。 

壮年期から高齢期にかけては、介護予防を中心とした福祉サービスの充実

と施設の充実とともに、介護保険サービスによる安心した介護環境の向上を

図ります。また、産業や教育機関との連携による、高齢者の知恵や経験を社

会に還元する仕組みづくりを進めます。 

障害者・低所得者の自立生活のため、適切な支援サービス提供の環境整備

と社会保障制度の運用とともに、学校や地域と連携した自立の促進を図りま

す。 

福祉教育の実施、多世代の交流、ボランティア活動への参加などを通して、

福祉意識の醸成を図り、市民の｢心のバリアフリー｣ を進めます。 

保健・医療・福祉の連携に加えて、行政、民生委員・児童委員、ボランテ

ィアや地域の役割を明確にし、お互いが協働して身近で温かみのある支援を

行う体制をつくります。 

また、高齢者の社会参加が一層進むと予想されます。そのため、すべての

人に優しい地域づくりの発想であるユニバーサル・デザインの視点に立って、

バリアフリーの実現や生活環境の整備を進めます。 

③幼児教育 

幼児教育の中心は家庭です。家庭での学習を支援するため、公民館活動に

よる家庭教育学級の充実と、親子が一緒に活動できる機会を提供します。ま

た、幼稚園などにおける教育環境を充実し、心身の発達と豊かな人間性を培

う幼児教育を進めます。 

④学校教育・高等教育機関 

児童・生徒の基礎学力の向上を目指すとともに、地域と連携した体験型教

育を実践し、｢生きる力｣を育む教育を実践します。特に、これからの時代に

必要な環境教育と語学教育の充実を図ります。また、人口動向や地域特性を

踏まえながら、施設の統合を含め、適切な教育環境の整備を進めます。 

高等教育機関については、研究成果や人材の地域への貢献・還元も含めた、

地域との連携を一層進めます。 



 79

⑤生涯学習（社会教育） 

地域づくりの中心的役割を担う機関として公民館を位置づけて、地域ごと

に公民館の整備・拡充を図ります。この公民館活動を中心に、家庭教育学級

の充実、青少年から高齢者までの知的探究心に応じた多様なプログラムの実

施など、生涯学習の環境づくりを進めます。また、地域を中心とした青少年

の健全育成活動を進めます。 

生涯学習の環境づくりを通じて、地域における指導者の養成、市民の自主

活動、市民による地域づくり活動につなげます。 

⑥文化・芸術 

精神的な豊かさの醸成につながる多様な文化・芸術活動は、個性豊かな地

域文化の創造と地域の活性化につながります。 

多くの市民が優れた芸術に親しみ、あるいは創作活動に参加するために、

創造的な活動機会の充実、芸術文化団体の支援・育成など、市民の芸術文化

活動を支援する環境づくりを進めます。また、地域の祭りなどの歴史的な文

化や伝統を継承し、郷土への愛着心の高揚を図るとともに、新市にふさわし

い新しい文化の創造に努めます。 

先人が築いた文化や歴史伝統を後世に継承するため、貴重な歴史的文化遺

産や産業近代化遺産の保存・整備を進めるとともに、文化財や歴史、民俗な

どの資料の収集・保存、展示施設の整備・充実を図ります。 

⑦スポーツ・レクリエーション 

住民のスポーツ・レクリエーション活動は、運動機能の発達だけではなく、

健康増進や疾病予防への効果、多様な交流機会となるなど、少子高齢社会に

おいては重要な分野となります。 

市民が身近で気軽に活動できるよう、学校施設の開放や地域のスポーツ・

レクリエーション施設の拡充、大館樹海ドームの有効利用など、活動環境の

向上とともに、雪国らしい冬のスポーツ活動の充実、誰でも楽しめるニュー

スポーツの普及、指導者の確保、情報提供の充実など、活動のきっかけづく

りを図ります。 

また、新市にふさわしい大館樹海ドームでのイベント開催、国体を契機と
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した生涯スポーツや競技スポーツ活動の活性化などに取り組みます。 

⑧人権尊重 

あらゆる差別や偏見のない地域社会を目指し、個々の人権を尊重するまち

づくりを実現するため、多様な人権学習の機会を創出します。また、男女共

同参画社会の実現に向けて、家庭、学校、職場、地域など、あらゆる場にお

ける性別にとらわれない平等の立場での活動意識の醸成に努めます。 

⑨国際交流・地域間交流 

資源リサイクル産業、自然環境、地域文化、食文化など多様な地域資源を

生かした、市民やコミュニティを中心とした様々な国や地域との活発な交流

を行い、個性的な地域づくりの推進と、心豊かで国際感覚を身に付けた人材

育成につなげます。 

また、在住外国人や留学生へのサポート（支援）を行い、日本人・外国人

の区別なく、互いに協力しあう地域づくりを推進します。 

⑩コミュニティ活動 

自治会、ボランティア、ＮＰＯ（民間非営利組織）、ＮＧＯ（非政府組織）

などコミュニティ活動は、環境共生や少子化・高齢化が進むこれからの社会

で、さまざまな公益的活動の一翼を担う重要な存在です。 

コミュニティの活動・交流拠点として地区公民館を整備・拡充し、より多

くの市民が参加するよう、様様な活動を実践します。 

また、これからのコミュニティ活動にとって、電子メールやインターネッ

トなどＩＴ（情報技術）による連携及び情報交換をする環境、言うなればデ

ジタルコミュニティ環境が特に重要なことから、高度情報基盤の整備ととも

に、市民のメディア・リテラシー（情報選択・発信の能力）の向上を図りま

す。 
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目標 4 利便性が高く安全な暮らしを支える 快適生活

都市 

私たちは、自然環境と都市機能が調和した、人と活気にあふれた、賑わい

のあるまちを目指します。 

そのために、高速交通体系と世界を視野に入れた高度情報通信システムの

整備により、経済活動の活性化と定住環境の向上を図ります。 

また、自然災害への備え、高齢化やモータリゼーション（車社会）の発達

に対応した地域の安全を確保し、安全で利便性の高い生活空間の形成を図り

ます。 

①高速交通体系 

大都市圏や主要都市との移動時間の短縮は、地域ポテンシャル（潜在能力）

を飛躍的に向上することになります。大館能代空港の輸送力増強、市内の主

要観光地と空港を結ぶ道路交通網の整備、事業中の日本海沿岸東北自動車道

（大館～小坂間）の整備及び全区間開通実現に向けて関係市町との連携図り、

北東北の拠点都市機能の一層の向上を目指します。 

②地域内道路網 

地域内の連携をスムーズにし、市民生活の利便性を向上させる幹線道路の

整備・改良と、幹線道路の整備に併せた生活道路の計画的な整備を進めます。

道路整備に当たっては、集落内道路の優先的整備と交通弱者に配慮した歩道

未設置区間の解消・バリアフリー化、景観に優れた沿道環境の形成などを着

実に進めます。 

また、冬期間の生活道路の交通を確保するため、除排雪の強化とともに、

融雪・流雪等の施設整備を進めます。 

③公共交通体系 

定時輸送・大量輸送を可能にする鉄道と路線バスは、今後も、物流手段や

利便性の向上のために重要な役割を担います。 

このため、奥羽線のスピードアップや複線化・ミニ新幹線化、花輪線のス

ピードアップと東北新幹線との接続改善を働きかけていきます。また、地域
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内外を結ぶ住民の大切な足として、バス路線の確保とルートの拡大に努めま

す。 

④情報通信基盤 

高度情報社会においては、大都市や地方という概念はなく、国際的な経済

活動や交流活動を瞬時に行うことができ、暮らしの質を高めるものと期待さ

れています。 

２１世紀のライフラインである高度情報通信ネットワークの基盤整備を、

国・県とともに推進します。また、情報通信ネットワークを活用した地域連

携を進め、地域コミュニティを再生するまちづくりを目指します。 

⑤定住環境 

定住促進施策の中心となる住宅整備は、高齢化に伴う福祉施策や民間との

適切な連携のもとに、多様な居住ニーズや需要に対応した計画的な公営住宅

の整備を図ります。 

また、快適で質の高い生活環境を創出するため、河川、排水路、上・下水

道、公園などの生活環境基盤施設の効率的な整備を推進します。 

⑥地域安全（防災・消防・交通安全・防犯） 

市民生活の安全を確保するため、市民や地域の協力のもと、災害に強いま

ちづくりを進めます。 

防災・消防は、火災、水害、山地災害などを未然に防止するため、日常か

ら防災意識の醸成に努めるとともに、森林を含めた流域の計画的な治山・治

水整備、広域防災体制の強化、高齢社会に必要な災害ボランティア組織の育

成を図ります。 

交通安全は、交通安全施設の整備、道路のバリアフリー化など、子どもや

お年寄り、障害者など交通弱者を中心に据えた交通環境の整備と、交通安全

運動を進めます。 

防犯は、市民の身体及び財産を守る安全意識の高いまちづくりに向けて、

警察、地域、市民、行政が連携して取り組みます。 
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目標 5 自立した地域が共栄する 地域協働都市 

私たちは、よりよいまちづくりに向けて、住民主導による適切な自治機能

を発揮した自立した地域がともに栄える、協働のまちづくりを目指します。 

また、地域のネットワークづくりを進め、ボランティア活動を促進してい

きます。 

自分たちの豊かな未来を築くため、人々が集い、笑顔がはじける賑わいの

中から、｢ともに考え｣、｢ともに選び｣、｢ともに行動する｣、地域の中で市民

が中心となったまちをつくります。 

 

①地域自治 

地域コミュニティを再生するまちづくりにおいては、施設など環境整備の

ほかに、市民が積極的に参加した地域自治組織の仕組みが必要です。 

そのため、さまざまなメディアを活用した情報公開の徹底、広報・広聴活

動の強化、ＰＦＩ方式や民間への事業委託など民間活力の積極的な導入、環

境・福祉・防災など身近な分野での町内会、一般市民や企業、地域支援組織

のＮＰＯ、ボランティアなどと連携の強化を図り、市民の意欲と能力を地域

コミュニティの活性化に結びつけます。 

また、女性の視点、感性を地域づくりに反映させる、男女共同参画社会の

形成を促進します。 

②行財政運営 

従来から、多様化・高度化する行政ニーズに対応してきましたが、今後、

市民中心のまちづくりにおいては、地域活動を支援する環境整備と、まちの

発展に向けた計画的な基盤整備が、行政の主な役割になります。 

そのため、市民参画のもとに事業目的を明確化し、目的に応じた効果的な

事業を執行します。また、時代の流れに対応できる政策立案能力と職務遂行

能力を備えた人材を育成し、地域づくりを支援する庁舎機能の充実を図りま

す。 

他方、合併効果を最大限に発揮し、スケールメリットを生かした行政改革
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を推進するため、組織機構の見直し、定員の適正化、民間委託の拡大、事務

事業評価の導入などにより、事務事業の徹底的な効率化とスリム化を進め、

経常経費などの節減を図るとともに、受益と負担の公平性に配慮した財源の

確保に努めます。 

その上で、新市の将来像とまちづくりの目標の実現に向けて、財源の計画

的な配分と重点的な財政投資を行い、新市の持続的な発展と財政基盤の強化

を進めます。 
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第9章 まちづくり重点プロジェクト 

新市の長期的発展に大きく寄与し、かつ、新市の一体性確保に資する事業

を「重点プロジェクト」と位置付けて、最優先事業として推進します。 

 

（１）デジタルシティ（高度情報都市）プロジェクト 

【事業】 

北東北の拠点都市にふさわしい、高度情報ネットワークを整備します。 

 

【事業効果】 

○ 中心拠点、地域拠点、公共施設を結び、地域コミュニティを再生する

まちづくりの連携システム基盤とします。 

○ 行政の情報公開、市民参画など、協働のまちづくりが促進されます。 

○ 地域格差のない市民サービスを向上させます。（例）各種証明書自動

交付機の設置、公共施設予約システムなど 

○ 遠隔医療、医療機関の連携、在宅福祉など、医療・福祉分野の充実が

図られます。 

○ 道路、河川などの遠隔監視、災害時の緊急連絡など、安全な地域づく

りが図られます。 

○ 企業の集積、起業支援、農業・商業・観光での活用など、情報基盤を

生かした産業振興が図られ、地域経済の起爆剤となります。 

○ 学校教育、生涯学習、コミュニティ活動の活性化が図られます。 

 ○ 消防、救急連絡体制の充実強化が図られます。 
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（２）地域コミュニティの拠点づくりプロジェクト 

【事業】 

各地域にコミュニティづくりの拠点施設となる、公民館の整備と機能の拡

充を図ります。 

 

【事業効果】 

○ 地域コミュニティが再生されます。 

○ 人材育成、多世代交流など、支えあう地域づくりが形成されます。 

○ 生涯学習、文化活動など、地域文化の継承が図られます。 

 

 

（３）次世代資源循環型社会形成プロジェクト 

【事業】 

資源リサイクル産業を中心に、金属鉱業事業団技術研究所、秋田県資源技

術開発機構をはじめ、国内外の研究・教育機関と連携して、資源循環型社会

の“未来”を研究し、実現を目指します。 

 

【事業効果】 

○ 地域経済の持続的な成長の基盤となります。 

○ リサイクル産業の最先端地域が形成されます。 

○ 廃棄物の減量化（リデュース）、再利用（リユース）、再生利用（リ

サイクル・３Ｒ）意識の醸成が図られ、３Ｒが促進されます。 

○ 地球環境保護、環境美化、健康負荷の軽減につながります。 

○ 国内外との交流が図られます。 

○ 世界に通じる人材育成につながります。 

 



 87

（４）産業振興、起業支援、雇用拡大プロジェクト 

【事業】 

これまで地域を支えてきた農林業、商工業を再構築・活性化するために、

商工会議所、商工会、ＪＡなど関係機関と連携して、新市が真に自立できる

産業基盤の整備を促進します。 

【事業効果】 

○ 農林畜産物の生産基盤の整備により販路の拡大が図られます。 

○ 産業組織の育成・強化につながります。 

○ 起業・新分野進出への支援が図られます。 

○ 雇用の拡大、所得の向上につながります。 

○ 若者の定住につながります。 

○ 異業種間の交流、連携強化が図られます。 

○ 担い手の人材育成につながります。 

 

（５）地域防災、危機管理体制充実強化プロジェクト 

【事業】 

大規模災害や交通事故、凶悪犯罪の増加、高齢化社会の到来等に的確に対

応し、安全で安心なまちづくりを推進できる地域防災危機管理体制の充実強

化を図ります。 

 

【事業効果】 

○ 地震や集中豪雨による水害、土砂災害等大規模自然災害に即応できる

地域防災・危機管理体制の整備充実が図られます。 

○ 警察等の関係機関や住民との連携教化により、防災、交通事故防止、

防犯意識の高揚が図られ、災害や交通事故、凶悪犯罪の未然防止につ

ながります。 

○ 消防力強化が図られます。 

○ 中・長期的な計画に基づく救急救命体制の整備・確立により、救命率

の向上につながります。 
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第10章 負担とサービスの基本的な考え方 

 地方税や地方交付税の減少などで、各市町村の財政状況は一層厳しさを増して

おり、現在のサービス水準をいかに維持していくかが大きな行政課題となってい

ます。市町村合併は、行政規模を大きくすることによって、住民に対するサービ

ス水準を維持するための一つの手段です。 

 合併にあたっての調整は、サービスの維持と公平性が原則となります。 

 

第1節 住民負担の現況と調整内容 

（１）主な地方税（平成１５年度） 

項  目 内             容 

（現状） 

� 均等割については、地方税法で市町村の人口に応じ、年額 

が定められています。人口５万人以上５０万人未満の市は年

額２，５００円、５万人未満の市町村は年額２，０００円に

なっています。 

  現状では、大館市が２，５００円で、他の３町は２，００

０円になっています。 

◇ 所得割は４市町とも同じ税率です。 

◇ 納期は、４市町とも４期制です。  

個人住民税 

（法定協議会で協議する主な調整内容） 

◇ 均等割については、地方税法に基づき年額２，５００円に

なりますが、合併特例法第１０条では、個人や企業の急激な

負担増を避けるため、合併年度及びこれに続く５年度間は従

来の税率を適用（不均一課税）できることになっています。 
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（現状） 

◇ 均等割については、大館市が制限税率を採用し、他の３町

が標準税率を採用しています。 

◇ 法人税割は、大館市が制限税率の１４．７％を採用し、他の

３町は標準税率の１２．３％を採用しています。  

 制限税率 標準税率 

均等割  資本金の金額また

は、従業員数の区分に

応じ６万円から３６

０万円 

 資本金の金額または、

従業員数の区分に応じ

５万円から３００万円 

法人税割 14.7％ 12.3％ 

法人住民税 

（法定協議会で協議する主な調整内容） 

◇ 税率は，負担の公平性及び財政の健全運営の原則に基づき、

調整を図ることになります。また、不均一課税の適用も協議

することになります。 

（現状） 

◇ 税率は、４市町とも標準税率（１．４％）となっています。

◇ 納期は、４市町とも４期制です。 

固定資産税 

（法定協議会で協議する主な調整内容） 

◇ 税率は、負担の公平性及び財政の健全運営の原則に基づき、

協議します。 

  

地方税は、各市町が行政サービスを提供するための主要な財源になるため、特

に影響が大きいと思われる法人住民税について、制限税率あるいは超過税率を採

用した場合と標準税率を採用した場合の歳入に与える影響額を算出してみまし

た。 

 平成１４年度実績で、４市町が制限・超過税率を採用した場合は、３千 1２６

万６千円の増収となりますが、標準税率にしますと、１億３千２７６万８千円の

減収になります。 

                                                 （単位：千円） 

税 目 
制限税率 

（超過）Ａ 

標準税率 

Ｂ 

差額 

Ａ－Ｂ 

平成 14年度

実績 Ｃ 
Ａ－Ｃ Ｂ－Ｃ 

法人住民税 1,014,156 850,122 164,034 982,890 31,266 △132,768
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（２）国民健康保険税 

項 目 内              容 

（現状） 

◇ 平成１４年度実績で４市町の被保険者数は、約３万６千人と

なっております。賦課の算定方式や税率・納期は、市町によっ

て下表のとおり異なっています。ただし、課税限度額は、４市

町とも医療分５３万円、介護分 8 万円の同額になっておりま

す。 
（４市町の詳細な現況は下表参照） 

国民健康 

保険税 

（法定協議会で協議する主な調整内容） 

◇ 合併した場合、算定方式・税率・納期等を統一することにな

りますが、不均一課税が適用できることから、適用する場合は、

医療費の動向が大きく影響しますので、統一の時期が焦点とな

ります。 
 

 

▽ 国民健康保険税（平成１５年度）             （単位：％，円） 

所得割 資産割 均等割 平等割 
市町名 

医療分 介護分 医療分 介護分 医療分 介護分 医療分 介護分

１人当たり

賦課年額 
制度と納期

大館市 8.47 1.23 - - 19,500 5,600 25,000 4,000 63,070 税・７期 

比内町 7.20 0.65 12.3 6.0 20,900 5,300 25,600 3,800 62,840 税・７期 

田代町 6.50 1.00 10.0 1.0 19,000 5,600 25,000 3,500 53,426 税・８期 

小坂町 9.00 1.10 40.0 10.0 21,000 5,500 24,000 3,000 71,349 税・10 期 

※ 均等割は１人当たり、平等割は１世帯当たり。 
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（３）介護保険料 

項 目 内              容 

（現状） 

◇ 介護保険料は、制度上、総給付費の１８％を６５歳以上の第

１号被保険者から徴収することになっています。第２号被保険

者（４０歳～６４歳）は組合健保、政管健保、国保ごとに保険

料が徴収されます 
（第１号被保険者の４市町の詳細な現況は下表参照） 

介護保険料 

（法定協議会で協議する主な調整内容） 

◇  合併した場合、統一することになります。 
ただし、一定期間、従来の保険料が適用できる経過措置があ

ります。適用する場合は、同一保険料が３カ年適用されること

と給付費の動向を考慮する必要があるため、統一の時期が焦点

となります。 
 

 

▽第１号被保険者の保険料（平成 15 年度～平成 17 年度）    （単位：円、人） 

人         数 
市町名 

基準額 

(年額) 第１段階 第２段階 第３段階 第４段階 第５段階 計 
納期 

大館市 44,436 252 6,003 7,782 2,407 1,030 17,474 ７期制

比内町 41,400 168 3,108 5,858 850 514 10,498 ７期制

田代町 39,600 25 758 1,319 194 82 2,378 ８期制

小坂町 46,080 42 904 966 370 39 2,321 10 期制

※ 各段階の人数は、平成１５年３月３１日現在。 

    

※ ただし、大館市の各段階の割合は次のとおりです。 

         第１段階  基準額×40/100 

         第２段階  基準額×65/100 

         第３段階  基準額×100/100 

                  第４段階  基準額×136/100 

         第５段階  基準額×166/100 

区 分 所 得 段 階 割    合 

第１段階 生活保護受給者及び老齢福祉年金受給者で

世帯全員が住民税非課税 

基準額×０．５ 

第２段階 世帯全員が住民税非課税 基準額×０．７５ 

第３段階 本人が住民税非課税 基準額×１．０ 

第４段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が

２００万円未満 

基準額×１．２５ 

第５段階 同２００万円以上 基準額×１．５ 
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（４）窓口業務手数料 

項 目 内              容 

（現状） 

◇ 条例上規定がある住民票写しなどの交付手数料は、下表のと

おり。 
 

窓口業務 

手数料 

（法定協議会で協議する主な調整内容） 

◇ 合併した場合、行政コストやシステムの違いを検討し、統一

することになります。 
 

 

▽１件(枚)当たり手数料比較（平成１５年度）          (単位：円) 

住民票写し 印鑑証明  

世帯 

全員 
個人 

記載事 

項証明 

台帳 

閲覧 

登録 

交付 

登録 

再交付
証明書

戸籍の 

附 表 

(写し) 

身分 

 

証明 

外国人

登 録

関 係

大館市 200 200 200 200 300 300 200 200 200 200

比内町 100 100 100 100 200 200 100 100 100 100

田代町 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

小坂町 150 150 150 150 300 300 150 150 150 150

※ 印鑑証明（登録再交付）で亡失の場合の手数料は、大館市 800 円、比内町 400

円、小坂町 500 円です。 
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（５）水道料 

項 目 内            容 

（現状） 

◇ 水道料は、大館市、比内町、小坂町が口径別料金制を上水道

（大館市は簡易水道含む）として地方公営企業法を適用、比内

町、田代町、小坂町の簡易水道では適用していないなど、市町

によって異なります。 
 

水 道 料 

（法定協議会で協議する主な調整内容） 

◇ 上水道事業は、住民生活に影響のある公営企業として、独立

採算性を原則としているため、各市町の事業規模、運営制度、

給水条件、整備計画等を比較検討して統一を図ることになりま

す。 
  ただし、急激な料金上昇がある場合は、一定期間不均一料金

とする経過措置も協議することになります。 
 

 

▽口径別普及割合と水道料金早見表（平成１５年度）     (単位：％、円) 

口径別普

及割合 

口径別料金制（一般家庭用） 

口径 13mm 料金 口径 20mm 料金 

用途別料金制 

（一般家庭用） 

 

13mm 20mm 
10ｍ3 20ｍ3 30ｍ3 10ｍ3 20ｍ3 30ｍ3 10ｍ3 20ｍ3 30ｍ3

大館市 66.6 32.5 2,142 3,769 5,397 3,307 4,935 6,562   

比内町 83.2 14.4 2,247 4,027 5,807 2,362 4,142 5,922    

田代町 77.9 18.5  1,627 2,940 4,252

小坂町 70.5 25.8 1,575 3,885 6,195 1,680 3,990 6,300   

※ １．口径別普及割合で 25mm 以上のデータは省略。 

２．各料金の単位ｍ3は使用水量。 
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（６）公共下水道使用料(農業集落排水事業含む) 

項 目 内                 容 

（現状） 

◇ ４市町の公共下水道使用料及び農業集落排水使用料は、下表

のとおりで、基本料金に従量使用料(超過料金)を加算したもの

です。 
 

公共下水道 

使 用 料 

（法定協議会で協議する主な調整内容） 

◇ 各市町の事業規模、運営制度、整備計画等を比較検討して統

一を図ることになります。 
  ただし、急激な料金上昇がある場合は、一定期間不均一料金

とする経過措置も協議することになります。 
 

 

▽ 使用料早見表（平成１５年度）              （単位：円） 

※ 大館市（公共）の内、公衆浴場については、10ｍ3までが 1,400 円で、超過分が１ｍ3当た

り 95 円です。 

水     量（ｍ3） 
市町名 

10 15 20 25 30 35 40 

大館市(公共) 1,470 2,257 3,045 3,885 4,725 5,565 6,405

大館市(農集) 
一般  (1,500 円+(300 円×世帯員))×1.05 で使用量に拘わらず一定 

事業所 (2,500 円+(300 円×換算人員))×1.05 で使用量に拘わらず一定 

比内町(公共) 1,470 2,257 3,045 3,885 4,725 5,565 6,405

比内町(農集) 1,470 2,257 3,045 3,885 4,725 5,565 6,405

田代町(公共) 1,260 1,942 2,625 3,360 4,095 4,830 5,565

田代町(農集) 人数割 (1,200 円+(400 円×人数))×1.05 で使用量に拘わらず一定 

小坂町(公共) 1,575 2,388 3,202 4,068 4,935 5,801 6,667
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（７）公共下水道事業受益者負担金(農業集落排水事業分担金含む) 

項 目 内             容 

（現状） 

◇ ４市町の公共下水道事業負担金及び農業集落排水事業分担

金は、下表のとおりです。 
 

公共下水道

事業受益者

負担金 

（農業集落

排水事業分

担金） 

（法定協議会で協議する主な調整内容） 

◇ 各市町の事業規模、運営制度、整備計画等を比較検討して統

一を図ることになります。 
  ただし、一定期間不均一料金とする経過措置の適用も協議す

ることになります。 
 

 

▽ ４市町の受益者負担金・分担金の概要(平成１５年度) 

公共下水道事業受益者負担金 農業集落排水事業分担金 
市町名 

負担金 納期 備考 分担金 納期 備考 

大館市 420 円／㎡ ４期  事業費の 3% 事業年

ごと 

受益者１人当たり

20 万円が上限 

比内町 390 円／㎡ ４期 一括納付 15％報奨

金（割引） 

事業費の 3% 事業年 

ごと 

受益者１人当たり

20 万円が上限 

田代町 350 円／㎡ ４期  事業費の 3% 事業年

度の３

月末 

受益者１人当たり

20 万円が上限 

小坂町 100 円／㎡（面積

割）+105,000 円

(戸数割・１戸) 

４期 

 

一般家庭について

は 1 戸につき 600

㎡が上限 
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（８）学校給食 

項 目 内            容 

（現状） 

◇ ４市町の実施状況は下表のとおりです。小学校では、全児童

を対象に実施しているのは、3 市町で、自校式で一部実施して

いるのが比内町です。 
  中学校では、完全実施が 3市町です。 

学校給食 

 

（法定協議会で協議する主な調整内容） 

◇ 各市町の施設の規模、運営制度、整備計画などを比較検討す

るとともに、住民の導入要望を把握し、サービスの公平性を原

則として調整を図ることになります。    

 

▽ ４市町の学校給食の現況 

小学校                         (単位：円、人、食、日) 

市町名 導入方式 単価 実施範囲 実施人数 延食数 実施日数 備考 

大館市 単独 

ｾﾝﾀｰ① 

ｾﾝﾀｰ② 

263 

245 

263 

完全 

2,029

1,474

114

383,944

277,032

22,344

190 

187 

196 

 

比内町 

(H16 

見込) 
 

単独 

(ｾﾝﾀｰ) 

260 

(260) 

一部 

(完全) 

196

(574)

36,260

(106,190)

185 

(185) 

H14 実績 

(H16 見込み) 

田代町 ｾﾝﾀｰ 210 完全 421 79,990 190 5 校 

小坂町 

単独 

262 

240 

209 

完全 165 31,845 193 
小坂 

七滝 

十和田 

 

中学校                         (単位：円、人、食、日) 

市町名 導入方式 単価 実施範囲 実施人数 延食数 実施日数 備考 

大館市 ｾﾝﾀｰ① 

ｾﾝﾀｰ② 

単独 

281 

299 

38 

完全 

951

69

807

173,233

12,972

140,725

185 

188 

174 

 

 

ミルクのみ 

比内町 

(H16  

見込) 

－ 

(ｾﾝﾀｰ) 

－ 

(290) 

－

(完全) 

－

(345)

－

(63,825)

－ 

(185) 

H14 実績 

(H16 見込み) 

田代町 ｾﾝﾀｰ 240 完全 237 45,030 190 １校 

小坂町 
単独 

291 

245 
完全 165 31,845 193 

小坂 

十和田 

※ 実施範囲の完全とは、給食内容でなく、対象（全児童・生徒）を示したもの。 

実施人数は平成 15 年５月１日現在(学校基本調査)の数値で、延食数はこれを

もとに試算。 
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（９）保育料 

項 目 内            容 

（現状） 

◇ ４市町とも国の基準額をもとに各市町で設定されているた

め市町間で格差があります。（４市町の詳細な現況は下表参

照） 

保育料 

（法定協議会で協議する主な調整内容） 

◇ 合併した場合、統一することになります。 
ただし、一定期間不均一料金とする経過措置の適用も協議す

ることになります。 
 

 

▽保育料早見表（平成１５年度） 

※ 小坂町の４歳児以上欄の括弧書きは、５歳児以上の保育料です。 

        （単 位 ：円  

保 　　　　育 　　　　料 　（　月 　額 　）

大 　　館 　　市 比 　　内 　　町 田 　　代 　　町 小 坂 町

国 の
階 層

　　　　　　　　定 　　　　　　　　　　義
３ 歳 未
満 児

３歳 児
４歳 以
上 児

３歳 未
満 児

３歳 児
４歳 以
上 児

３歳 未
満 児

３歳 児
４歳 以
上 児

３歳 未
満 児

３歳 児
４歳 以
上 児

第 1
階 層 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市 町 村 民 税 非 課 税 世 帯 9,000 6 ,000 6 ,000 6 ,300 4 ,200 4,200 5,400 3,600 3,600

市 町 村 民 税 非 課 税 世 帯
で 母 子 父 子 家 庭 や 在 宅
障 害 児 （者 ）の い る 世 帯

0 0 0 0 0 0 0 0 0
4,500 3,000 3,000

均 等 割 の 額 の み 18,000 15 ,000 15 ,000 13 ,650 11 ,550 11 ,550 11 ,700 9 ,900 9,900

均 等 割 の 額 の み
母 子 父 子 家 庭 や 在 宅 障
児 （者 ）の い る 世 帯

17,000 14 ,000 14 ,000 12 ,950 10 ,850 10 ,850 10 ,700 8 ,900 8,900
9,700 8,200 8,200

所 得 割 課 税 世 帯 19,500 16 ,500 16 ,500 13 ,650 11 ,550 11 ,550 11 ,700 9 ,900 9,900

所 得 割 課 税 世 帯
母 子 父 子 家 庭 や 在 宅 障
児 （者 ）の い る 世 帯

18,500 15 ,500 15 ,500 12 ,950 10 ,850 10 ,850 10 ,700 8 ,900 8,900
11 ,700 9 ,900 9,900

3,000未 満 26 ,000 23 ,000 23 ,000 15 ,000 13 ,500 13 ,500

3 ,000以 上 　　　20,000未 満 28 ,000 25 ,000 25 ,000

2 ,0000以 上 　　24,000未 満 21 ,000 18 ,900 18 ,900 18 ,000 16 ,200 16 ,200

24 ,000以 上 　　32,000未 満 21 ,000 17 ,500 17 ,500

32 ,000以 上 　　40,000未 満 30 ,000 27 ,000 27 ,000 (15 ,000 )

40 ,000以 上 　　64,000未 満

64,000以 上 　　70,000未 満 26 ,000 22 ,800 22 ,800

70 ,000以 上 　　80,000未 満 40 ,500 34 ,600 28 ,400 (15 ,000 )

80 ,000以 上 　　100,000未 満 29 ,300 24 ,900 24 ,900

100 ,000以 上 　110,000未 満 31 ,150 27 ,590 23 ,260 26 ,700 24 ,900 24 ,900 (15 ,000 )

110 ,000以 上 　112,000未 満 42 ,500 34 ,600 28 ,400

112 ,000以 上 　130,000未 満 33 ,300 29 ,000 26 ,900

130 ,000以 上 　140,000未 満 44 ,500 34 ,600 28 ,400 (15 ,000 )

140 ,000以 上 　160,000未 満 39 ,600 31 ,900 29 ,000

160 ,000以 上 　250,000未 満 (15 ,000 )

250 ,000以 上 　284,000未 満 59 ,000 34 ,600 28 ,400

284 ,000以 上 　300,000未 満 42 ,700 27 ,590 23 ,260 36 ,600 24 ,900 24 ,900 45 ,700 34 ,800 31 ,900

300 ,000以 上 　370,000未 満 61 ,000 34 ,600 28 ,400 (15 ,000 )

370 ,000以 上 　408,000未 満 　　　 54 ,400 36 ,200 33 ,700
第 7
階 層 408,000以 上 80 ,000 34 ,600 28 ,400 56 ,000 27 ,590 23 ,260 48 ,000 24 ,900 24 ,900   (15 ,000 )

第 5
階 層

第 6
階 層

各 月 初 日 の 在 籍 児 童 の 属 す る 世 帯 の 階 層 区 分

第 1階 層 を 除 き 、前 年
分 の 所 得 税 課 税 世 帯
で あ っ て 、そ の 所 得 税
の 額 の 区 分 が 次 の 区
分 に 該 当 す る 世 帯

第 1階 層 及 び 第 4階 層
か ら 第 7階 層 を 除 き 、
前 年 度 分 の 市 町 村 民
税 の 額 の 区 分 が 次 の
区 分 に 該 当 す る 世 帯

生 活 保 護 法 （昭 和 25年 法 律 第 144号 ）に よ る 被 保 護 世 帯
（単 給 世 帯 を 含 む 。）

市 町 村
民 税 課
税 世 帯

市 町 村
民 税 非
課 税 世
帯

第 2
階 層

第 3
階 層

第 4
階 層
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大館市・比内町・田代町・小坂町任意合併協議会委員名簿 

               (任期 Ｈ15.7.14～任意協議会解散まで) 

市町村名 氏名 委員区分 

小 畑   元 市   長 

伊 藤   毅 市議会議長 

中 村 弘 美 市議会議員 

大館市 

八木橋 雅 孝 市議会議員 

大 澤 清 治 町   長 

渡 辺 久 憲 町議会議長 

佐 藤 賢一郎 町議会議員 

比内町 

菅 原 金 雄 町議会議員 

吉 田 光 明 町   長 

荒 川 邦 隆 町議会議長 

三 浦 義 昭 町議会議員 

田代町 

佐 藤 照 雄 町議会議員 

川 口   博 町   長 

池 田 昭 雄 町議会議長 

細 越   満 町議会議員 

小坂町 

小笠原   稔 町議会議員 
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大館市・比内町・田代町・小坂町新市将来構想検討委員会委員名簿 

                (任期 Ｈ15.7.17～任意協議会解散まで) 

市町村名 氏名 委員区分 

谷川原 郁 子 大館まちづくり協議会会員 

花 田 邦 男 大館市社会福祉協議会事務局次長 大館市 

小 畑 純 市 ＪＡあきた北青年部長 

武 田 砂代子 比内町社会教育指導員 

渡 辺 久 雄 比内町認定農業者連絡会会長 比内町 

乳 井 安 宏 比内町商工会青年部長 

佐 藤 信 行 田代町町内会協議会会長 

高 坂 清 子 田代町連合婦人会会長 田代町 

小間屋 喜之久 田代町農業振興部落推進員 

森 田 丈 夫 小坂町芸術文化連盟会長 

柏 山 茂 紀 小坂町社会福祉協議会事務局長 小坂町 

菅 原 則 子 小 坂 町 中 小 企 業 従 業 員 退 職 金 等 共 済 運 営 審 議 会

企 業 代 表  

 

（新市管内図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


